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績
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ミ見

「
ウ
イ
ン
X
主
義
段
階
に
お
け
る
阿
煩
型
か
ら
「
競
争
十
去
阿
一
段
階
に
お
け
る
二
類
型
へ

結
論
出
そ
川
家
の
特
政
担
婦
に
関
す
る
段
階
論
と
類
型
論
の
川
見

n阿

，" 

は
じ
め
に

木
摘
は
シ
リ
ー
ズ

「
構
成
・
戦
略
訟
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
現
代
福
村
国
草
分
析
」

そ
の
円
的
は
あ
る
段

の
第
三
詰
文
に
あ
た
り
、

暗
に
お
け
る
但
村
同
家
の
多
様
性
を
捉
え
る
た
め
の
分
和
枠
組
戸
安
時
比
較
の
た
め
の
頚
型
諭
)
を
提
示
す
る
こ
と
に
ι
的
る
。
こ
こ
で
本
稿

で
い
う
構
成
・
戦
時
論
的
7
プ
口

l
チ
ト
ど
は
、
構
成
主
義
的
視
角
に
依
拠

L
、
構
造
と
主
体
の
相
瓦
作
用
一
共
時
的
お
よ
び
通
時
的
」
に
お

け
る
7
イ
デ
ア
の
二
つ
の
役
割
{
構
成
的
お
よ
び
囚
果
的
)

に]汁

H
す
る
ア
一
ブ
口
チ
を
指
す
り
第
一
論
t

止
(
加
藤
二
つ
一
つ
一
八
)

で
論
じ

た
よ
う
に
、
福
村
刊
誕
の
特
俄
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
段
階
と
現
存
に
お
け
る
九
通
性
と
需
異
を
明
り
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
ケ
什

段
階
に
お
け
る
多
様
性
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
第
一
論
文
(
加
藤
二

0
0九
)

で
提
示
し
た
段
階
論
(
「
ウ
イ
ン
ス

主
義
的
段
階
一
か
ら
「
税
争
志
向
段
階

へ
の
再
編
)
を
前
提
ー
と
し
て
、
各
段
階
に
お
け
る
多
様
性
を
把
摂
す
る
た
め
の
構
成
・
戦
時
論
的

ア
イ
戸
ア
的
要
因
を
重
視
す
る
点
に
あ
る
。
従
っ

ア
ブ
口

l
チ
に
依
拠
し
た
類
型
請
を
提
示
す
る
。
本
ア
ブ
口

l
チ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、

て
、
類
型
詰
を
提
示
す
る
上
で
も
、
実
体
的
・
制
民
的
側
向
だ
け
で
な
く
、
理
念
的
側
面
に
も
注
目
し
た
分
析
枠
組
を
提
出
す
る
類
型
訟

に
関
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
論
点
は
、
ど
の
よ
う
な
分
析
枠
組
な
ら
ば
、

よ
り
的
時
に
福
祉
国
家
の
多
様
性
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
占
に
あ
る
。
本
格
で
法
、
先
行
研
究
の
知
見
を
踏
ま
え
、
各
紙
件
を
従
え
る
た
め
の
新
た
な
類
型
論
と
し
て
、
経
済
社
会
問
題
に
対
す

る
調
整
メ
カ
ユ
ス
ム

-r

岡
'
本
と
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
与
度
か
ら
類
型
化
)
に
注

H
Lた
各
段
階
の
類
型
論
を
提
示
す
る
ハ
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本
稿
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
福
村
岡
家
の
多
様
性
と
い
う
論
占
に
関
す
る
到
達
点
で
あ
る
斗
ス
ピ
ン
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
福
相
レ
ン

l
ム
論
の
概
要
を
確
認
し
、

そ
の
古
雲
北
を
明
ら
か
に
す
る

(
第
一
節
コ
続
い
て
、
福
祉
レ
ン

l
ム
論
に
関
す
る
論
議
論
を

レ
ビ
ュ
ー
し
、
工
ス
ピ
ン

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
分
和
枠
組
で
は
福
祉
国
家
の
多
桜
竹
が

l
分
に
収
え
き
れ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
(
第
二
節
)

v

そ
一
)
で
木
稿
で
は
、
新
た
な
一
分
析
枠
組
と
し
て
、
経
済
社
会
問
誼
に
関
す
る
謝
敗
中
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注

uし
た
類
型
話
を
提
示
す
る
わ
ま
ず
、

資
本
、
土
義
の
多
様
性
論
な
?
と
の
知
見
を
張
。
一
苓
に
し
て
、
類
型
論
を
展
開
す
る
た
め
の
新
た
な
分
析
視
角
と
し
て
、
調
整
メ
カ
一
一
ズ
ム
の
囚
つ

の
理
念
型
を
提
示
す
る

(
第
三
節
)
。
そ
の
後
、
こ
の
理
念
型
を
踏
ま
え
て
、
特
段
階
に
お
け
る
類
型
論
を
示
す
(
第
凶
節
コ
ま
ず
、

ン
ズ
、
土
義
段
階
と
し
て
、
託
行
附
究
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、

囚
煩
型
を
提
示
し
、
競
争
志
向
段
階
と
し
て
、
経
済
・
社
会
政
策
組
域
に
お

け
る
補
完
件
・
親
近
性
に
注

H
す
る
こ
と
4

一
類
型
を
健
一
不
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
-
州
段
階
に
お
け
る
類
型
諭
が
示
峻
す
る
理
論
的
含
煮

を
検
討
す
る
ハ
最
後
に
、
本
稿
の
主
張
を
整
理
し
た
上
で
、
段
階
論
と
類
型
論
が
も
た
ら
す
知
見
を
明
ら
か
に
す
る

〔
同
帯
主
八
日
出
)

福
祉
国
家
レ
ジ
ー
ム
論
再
訪

品サ|玉|家の~禄性再考

本
節
で
は
、
類
型
論
に
閲
す
る
議
論
の
到
達
点
を
把
握
す
る
た
め
、

ヱ
ス
ピ
ン

7
ン
-
ア
ル
セ
ン
の
福
祉
レ
ン
ム
論
の
特
徴
お
よ
び
党

義
を
簡
単
に
振
り
返
る
つ
被
の
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
は
、
比
較
楕
祉
国
家
附
究
に
お
い
て
最
も
言
及
さ
れ
る
研
究
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ロ
九

O
年

の

「
福
祉
資
本
主
誌
の
一
つ
の
世
界
-

の
刊
行
以
降
、
多
く
の
賛
辞
と
と
も
に
枚
々
な
批
判
が
な
さ
れ
、
九
九
年
に
は
、
こ
れ
り
の
批
判
へ

応
評
す
る
低
で

『ポ
ス
ト
工
業
経
済
の
社
会
的
基
礎
L

か
刊
行
さ
れ
γた

E
1
宝
石
吉
〔
一
2
1
2
ニ
3
3
=
3
)

類
型
論
に
問
す
る
議
前
は
、
彼
の
福
桁
レ
ジ
ー
ム
論
を
中
心
に
、
現
在
も
な
お
続
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
議
論
の
到
達
占
を
理
解
す
る
た

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
問
題
設
『
に
お
よ
び
分
和
枠
組
の
特
徴
を
捉
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 次
節
で
検
討
す
る
よ
う
に

め
に
は
、
ま
ず
エ
ス
ピ
ン

ウ
イ
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市
川九」

そ
も
ヲ
て
も
、
改
は
、
福
と
悶
家
を
社
会
政
策
の
み
か
ら
長
え
る
U
K
誌
の
ア
ブ
ロ
子
を
批
判
、
J

、
橋

祉
宮
家
の
質
的
土
午
出
た
を
批
塀
一
寸
る
た
め
、
波
刊
に
資
卒
、
一
王
義
社
会
に
ぶ
い
て
戸
市
祉
土
産
が
当
家
・
止
場
・

C'門

五
銭
と
い
川
、
つ
一
芭
の
間
で
ど
の
よ
ぺ
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
に
、
4
討
し
、
稿
祉
国
家
レ
シ
l
ム
」
と

い
守
用
語
を
採
用
ず
る

憶
は
、
機
力
資
訴
訟
員
論
を
批
判
的
に
発
展
三
一
せ
、
政
治
的
な
階
級
注
ム
L

の

出
史
的
な
作
成
の
差
ド
性
、
具
体
的
に
は
、
労
働
者
防
級
の
階
級
動
員
、
陥
級
政
vL
的
な
同
庄
の
あ
れ
方
、

L
ジ

i
ム
の
制
度
化
に
問
寸
ゐ
歴
史
的
遺
産
の
二
一
要
悶
〉

ピ
ン
9

ム
が
作
り
れ
た
こ
と
を
対
仲
間
す
る
つ
そ
れ
つ
は
、

i
導
}
〕
て
き
だ
政
治
的
ア
ク
タ
ャ
め
，

E
Hか

に
よ
り
、
設
的
に
同
十
一
な
骨
子
つ
の
宿
新
国
家

ら

-
H
E

山
川
、
一
T
義
レ
ジ
ー
ム
、
社
会
見
、
i
土
表
レ
ジ
ー
ム
、
保
守
主
義
レ
ジ
ー
ム
ー
と
お
川
け
ら
れ
る

h
h
L
E
m
〉口、
F
2
2
こ
さ
(
ア
ハ

}
2
5二
、
の
彼
の
』
一
柄
拘
の
ボ

f
ン
ー
は
山
、
持

ν
ン
1
ム
の
質
的
な
式

市
(
が
、
当
般
市
鳴
か
ら
主
目
に
計
m

一
加
で
き
る
程
度
を
一
一
小
す
門
一
出
荷
一
同
化
」
お
と
ぴ
摂
社
政
策
が
も
た
ら

す
結
居
化

η
程
度
を
一
不
11
「
社
会
的
む
層
化
」
と
い
う

J
U
O
J
h
1

こ
う
且
者
Jコ
μ
わ
し

ru山一一ーし
l

て
丸
山
勺
恥
切

V
J
ハソ

ペ

3

7

司

、

じ

I
R
J
i
?
4
1

ノ

ι
ー一

J

6

つ
の
指
標
か
ら
付
返
で
ま
け
る
と
い
う
点
一
あ

間
品
化
が
前
提
と
さ
れ
て
八
る
汗
め

化
さ
れ
て
い
な
ド
立
刊
に
上
る
沼
枇
負
担
小
一
と
い
う
烈
点
在
見
千
円
し
r
L、
日
制
川
刊
生
以
圧
仁
い
心
げ
る
J1um~
の
呆

た
す
役
刻
を
軽
視
!
て
い
る
と
!
て
、
次
的
で
約
介
す
る
シ
二
ン
グ
ー
の
抑
止
'
い
ウ
J
4
捕
さ
か
り
批
判

彼
は
、
そ
の
批
判
先
立
け
ポ
ス
ト
一
ー
業
経
泣
の
社
会
的
基
同
町
}
に
お
い
て
、

子
医
が
」
静

祉
生
産
か
ら
解
放
さ
れ
(
~
い
る
な
ι
肢
を
示
す

"V
家
政
化
」
指
怯
を
主
一
一
入
L
f
¥

類
専
の
妥
当
性
を

再
検
討
し
、
で
の
有
効
竺
を
杭
認
し
て
い
る

〉
翌
一

2
1
5
H
W
}
泊沼也、
J

各
L
ン7

ム
の
特
徴
を
ま
と
め
る
〆
以

F
乃
よ
う
に
な
る

ー
を
参
沼
目
、
F

{

門
社
主
義
レ
ン
?
ム
(
代

同
門
叩

同巾主 1ミ 社会民主主義 ↑京~土玩

家族 同ii1At l封J，的 中.的

市場 Lゴdし、目的 j記j:'!:山 伝，J辺 ~y

同家 WJ .l~B~ 中心的 怖72的
位向品1と iJ， 下「じ訂 京~，J"'n:J'eぃ

，奇開花 大 "、 大

脱家族l' 仁コ桂;ぇ l 古 ::o'¥; 

jヒ法行n'::~'4)34?

表 1 桓校レジ ムにおける投割の主主異
(Esping-Andersen 1999をもとに筆者作成)



去
一
ア
メ
リ
カ
)

は
、
福
祉
生
産
に
お
い
て
、
巾
場
が
支
配
的
な
役
割
を
占
め
、
国
家
や
家
族
の
役
割
は
二
次
的
に
と
ど
ま
る
。
福
祉
政
策

は
主
に
八
民
間
層
に
限
定
さ
れ
、
一
般
税
を
財
政
ベ
ス
と
し
た
所
得
・
資
f

匝
調
査
に
基
づ
く
低
水
準
の
画
一
給
刊
と
い
う
形
態
を
と
る
た
め
、

脱
商
品
化
は
低
い
ハ
ま
た
、
市
場
で
福
祉
を
制
連
で
き
る
富
裕
層
と
そ
う
で
な
い
貧
困
層
の
聞
の
ギ
ρ

ァ
ブ
を
再
生
産
す
る
た
め
、
社
会
的

暗
層
化
も
高
い
。
そ
の
一

h
で
、
私
的
社
会
ザ

l
ピ
ス
巾
場
が
存
在
す
る
た
め
に
、
相
対
的
に
脱
家
朕
化
は
高
い
。

一
ん
、
社
会
民
主
ー
土
義

レ
ン

l
ム
F

代
表
・
ス
ウ
ヱ

1
7
ン
)
は
、
福
祉
生
単
に
お
い
て
、
国
家
の
役
割
が
ト
八
一
き
く
、
市
場
や
求
族
の
役
割
は
小
さ
い

」
こ
で
は

ン
テ
ィ
ズ
ン
ン
ッ
ブ
に
基
づ
き
、
寛
大
で
普
、
晶
主
義
的
な
福
相
政
策
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
脱
商
品
化
は
高
く
、
社
会
的
階
層
化
が
低

く
な
る
ν

さ
ら
に
、
公
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
允
交
し
て
い
る
た
め
に
脱
家
扶
化
が
進
岡
山
し
て
い
る
つ
似
守
主
義
レ
ジ
ー
ム

(
代
衣
ド
イ

ソ
)
ご
は

但
村
生
廷
に
お
い
て

家
肢
が
中
心
的
な
役
割
を
よ
円
め

市
場
は
限

補
{
一
元
性
原
理
に
基
づ
き
国
家
は
補
完
的
役
割
を
果
た
し

定
的
な
役
割
を
果
た
す
に
と
ど
ま
る
福
相
政
策
で
は
職
域
ベ
ー
ス
の
社
会
保
険
に
基
づ
く
給
付
が
発
注
し
て
い
る
た
め
、
社
会
的
陥
層
化

が
高
く
、
ま
た
所
得
比
例
的
で
あ
る
た
め
、
脱
内
品
化
は
相
対
的
に
高
く
な
る
J

し
か
し
、
公
的
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
限
定
的
で
あ
り
、
私
的

社
会
サ
ー
ビ
ス
市
場
も
発
注
し
て
い
な
い
た
め
、
福
祉
供
給
を
家
践
に
依
存
す
る
飢
向
が
あ
る
れ

こ
こ
で
「
福
祉
国
家
の
特
徴
把
握
」
と
い
う
理
論
的
課
題
を
検
討
す
る
本
稿
と
の
関
連
に
お
け
る
福
村
レ
ジ
ー
ム
論
の
最
も
重
更
な
貴
義
は
、

品サ|玉|家の~禄性再考

虚

業

化

テ

ゼ

の
単
線
的
な
発

(
己
戸
J
-
2】
広
士
、
]
甲
叶
司
)

や
初
期
の
権
力
資
源
動
員
論
王
問
(
)
コ
ニ
]
完
ω
間
五
一
三
】
ぬ
〉
ロ
〔

-25ニ
23)

展
イ
メ
ー
ジ
を
批
判
し
、
あ
る
共
通
の
段
階
に
お
け
る
楕
祉
国
家
の
多
桜
竹
の
存
存
を
明
確
に
し
た
白
J

に
あ
る
。
例
え
ば
、
虚
業
化
論
は
、

回
家
が
本
族
お
よ
び
地
域
社
会
に
よ
り
果
た
さ
れ
て
き
た
福
相
供
給
邸
内
他
を
代
替
す
る
必
要
性
か
ら
、
社
会
政
策
が
民
間
し
て
き
た
と
捉
え

る
た
め
、
産
業
化
・
近
代
化
の
進
展
に
よ
っ
て
各
同
が
収
紋
す
る
こ
と
を
合
志
す
る
ι

他
方
、
初
期
の
権
力
資
源
動
員
論
は
、
資
本
主
義
社

会
に
お
け
る
階
級
聞
の
対
1
4
が
福
祉
岡
d

本
の
発
買
を
も
た
ら
す
と
捉
え
、
労
働
権
力
の
動
員
の
成
合
が
福
祉
国
J

阜
の
発
展
(
の
差
凶
作
ハ
)
を
説

明
す
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
差
押
ハ
は
残
余
的
な
楕
祉
国
家
と
制
皮
化
さ
れ
た
福
祉
国
家
と
い
う
一
次
元
卜
の
軸
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

北決60(2'5)343



ミ見

な
る
丙
者
叶
品
、
特
定
の
変
数
と
福
祉
国
家
の
発
展
の
関
係
を
単
線
的
に
従
え
る
一
」
と
で
、
福
社
国
家
の
烹
異
を
、
あ
る
モ
デ
ル
の
量
的
な

』
奇
異
と
見
な
す
点
で
共
通
し
て
い
る
ロ
そ
の
た
め
、
両
右
に
お
い
て
、
福
相
同
家
の
茶
異
は
発
展
段
階
の
烹
異
と
し
て
把
握
さ
れ
や
す
い
コ

，" 

一
↓
口
い
扱
え
れ
ば
、
こ
の
単
線
的
な
発
展
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
福
祉
国
家
の
質
的
差
問
を
十
分
に
抗
え
き
れ
な
い
の
で
あ
る
、
こ
れ
ら
、
対
し
て
、

恒
村
レ
ン

l
ム
話
は
、
量
的
差
異
に
解
消
で
き
な
い
(
つ
ま
り
収
散
し
な
い
)
、
共
通
の
段
階
に
お
け
る
稿
祉
国
家
の
質
的
差
聞
を
発
見
し
、

比
較
福
祉
国
求
研
究
の
亘
要
な
論
点
と
し
亡
位
置
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
次
節
で
触
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
レ
ン

l
ム
論
を
め
ぐ
る
議
論

は
現
在
も
な
お
続
い
て
お
り
、
こ
の
新
た
な
論
点
の
徒
一
ホ
と
い
う
研
先
史
上
の
骨
'
義
は
ん
さ
い
。

つ
ま
り
、
「
特
徴
把
握
」
と
い
う
理
論
的

謀
題
へ
の
福
祉
レ
シ

l
ム
訟
の
貝
献
は
、
あ
る
共
通
の
段
階
に
お
け
る
稿
祉
国
家
の
質
的
な
多
桜
体
い
と
い
、
つ
お
白
'
(
類
型
詰
)
を
明
時
に
し
、

回
家
・
市
場
・
家
族
に
お
け
る
福
祉
生
珪
の
分
配
の
あ
り
方
の
差
異
と
い
う
福
祉
国
家
の
質
的
差
只
を
、
「
脱
商
品
化
」
、
「
社
会
的
階
層
化
」
、

お
よ
び
「
脱
J

水
族
化
」
ー
と
い
う
指
標
を
用
い
て
把
握
す
る
と
い
う
分
析
枠
組
を
提
示
し
た
古
に
あ
る
。
次
節
で
は
、
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
に
対

し
て
見
出
さ
れ
た
請
批
判
の
検
討
を
通
し
て
、
世
情
祉
国
家
類
型
論
の
現
状
と
利
題
を
検
討
す
る
の

福
祉
国
家
類
剖
論
の
現
状
と
課
題

木
節
で
は

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
楕
祉
レ
ジ
ー
ム
論
へ
の
批
判
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
楕
祉
国
家
類
型
的
の
現
状
と
課

エ
ス
ピ
ン

山
担
を
考
え
る
t

彼
の
類
型
訟
に
は
い
椋
々
な
批
判
が
健
一
ホ
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
、
シ
ュ
ン
ダ

l
の
視
白
'
の
軽
相
、
福
祉
レ
ジ
ー
ム
概
念
の
有

一
つ
の
レ
ジ
ー
ム
類
型
へ
の
疑
問
と
い
う
三
種
類
の
批
判
に
計

H
す
る
c

一
」
れ
ら
の
諸
批
判
の
検
討
を
過
し
て
、
信
祉

効
性
へ
の
疑
問
、

国
家
の
m
R
的
草
川
異
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
ヱ
ス
ピ
ン
ア
ン
「
ア
ル
セ
ン
の
当
初
の
山
題
設
定
に
答
え
る
た
め
に
法
、
新
た
な
類
型
論
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
位
認
す
る
n
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ま
ず
第
一
の
批
判
と
し
て
、
ジ
ヱ
ン
ダ

l
の
視
角
を
重
桐
す
る
論
者
に
よ
る
も
の
が
あ
る
ハ

と
い
う
概
念
が
す
で
に
労
働
力
と
し
て
尚
品
化
き
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
社
会
進
出
へ
の
諸
障
害
に
直
面
し
て

一
」
の
立
場
に
斗
つ
論
者
は
、
「
脱
商
品
化
」

い
る
女
性
の
置
か
れ
た
状
況
の
凶
離
さ
れ
、
不
ヤ
等
さ
、
福
祉
国
家
が
そ
れ
に
与
え
る
イ
ン
パ

7
ト
な
と
を
捉
え
切
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
刊

す
る
わ

ヱ
ス
ピ
ン
ア
ン
戸
ル
セ
ン
の
福
祉
国
家
概
念
に
含
ま
れ
る
ン
ヱ
ン
ゲ

I
パ
イ

T
ス
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

つ
ま
り
、

ど福
の有|
戦同
f走水
干高 ぴ〉
布|ン
レて
ン/

|ゲ
ム|

も的
理側
/在、 陀汀

通告
と捉
L ~~ 
r .-:心

のお
「、

吉哲
稼;ょ:
得議
苔大只
立j

ぺ工
ーマ dヲ
ーT~ をEヨ

ル t_~
」小
引、

戸 言式
γ d' 
7 c) 
主7，L--L、
のい
似る
iロ
をjYlJ
t寺ぇ
〆) '+' ，.ム

と jレ
をイ
指ス
摘
「
2
E
1
戸

中

沼

日

)

は

そ
の
中
で
の
草
川

w(を
川
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
「
強
い
」

エ
ー
テ
ル
、

ス
ウ
ェ

l
F
ン

フ
ラ
ン
ス
に
代
ぶ
さ
れ
る
「
修
正
さ
れ
た
」
モ
デ
ル
、

に
代
表
さ
れ
る
「
弱
い
」
男
件
稼
得
者
モ
デ
ル
に
分
類
す
る
ο

ま
た
、
近
年
の
ス
ウ
正

l
戸
、
/
が
「
一
人
椋
斉
一
手
一
千
戸
ル
」
と
い
う
別
の
理

念
型
へ
接
近
し
て
い
る
一
」
と
も
指
摘
さ
れ
る

は
、
核
家
族
に
ゆ
リ
ポ
ー
ト
を
ワ
え
る

「
一
般
的
な
家
族
文
媛
モ

コ
ル
ピ

'" 吋
日

) 

{ 

」

デ
ル
」
、
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
加
や
貨
労
働
と
家
挺
の
バ
ラ
ン
ス
の
再
考
を
促
す
「
共
稼
ぎ
支
媛
モ
デ
ル
」
、
お
よ
び
ジ
ム
ン
ゲ

l
悶
係

を
般
的
に
市
場
に
委
ね
る
「
市
場
志
向
一
干
デ
ル
」
ー
と
い
う
三
類
型
を
提
示
し
て
い
る
c

他
方
、
福
祉
レ
ジ
ー
ム
諭
が
利
用
す
る
概
念
に
ジ
エ
ン
ダ

l
の
視
角
を
統
合
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
ρ

例
え
ば
、

オ
ゴ
ン
ナ
ー
は
、

品サ|玉|家の~禄性再考

政
治
的
動
員
に
お
け
る
階
級
ア
ク
タ
ー
以
外
の
政
治
7
ク
デ
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
脱
商
品
化
指
標
を
、
個
人
が
家
族
や
閏
家
に
従
属
す

る
程
度
を
一
ボ
す
「
個
人
の
自
作
性
」
指
除
に
よ
り
補
実
す
る
必
要
件
を
説
く

(
c
d
。E
R
E
S
)
。
他
方
、

オ
ル
口
ブ
は
、
福
祉
供
給
、
王

体
と
し
て
の
家
族
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
階
級
的
階
層
化
だ
け
で
な
く
ジ
エ
ン
ゲ

l
階
層
化
に
注
目
す
る
必
要
を
説
く
方
で
、
市
民
権
・

北決60(2'7)345

脱
商
品
化
概
念
の
ジ
ム
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
を
指
摘
し
、
社
会
政
策
が
ジ
よ
/
ゲ

l
関
係
に
与
え
る
影
響
を
捉
え
る
た
め
、
新
た
に
、
女
性
の

賃
労
働
へ
の

7
ク
セ
ス
能
力
お
よ
び
向
律
的
な
家
計
を
維
持
す
る
能
力
と
い
う
二
つ
の
側
向
を
付
け
加
え
る

ー
述
の
よ
う
に
、
九
九
年
の

fcユ
C
【
{
]
泊
中

ω
、。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
弛
起
を
受
け
て

ーポ
ス
ト
業
経
済
の
社
会
的
県
碇
』

エ
ス
ピ
ン



を
導
入
し
、
自
ら
の
類
型
論
の
安
当
性
を
確
認
し
て
い
る

に
お
い
て
、
ジ
ヱ
ン
グ

l
の
視
角
を
分
析
に
取
り
込
む
た
め
、
家
族
が
福
利
生
匝
か
ら
解
欣
さ
れ
て
い
る
程
度
を
示
す
「
脱
d

水
族
化
」
指
標

(何

ω
b
E
?古島内
3
2
]
芯
竺
-
J

こ
の
試
み
は
ン
エ
ン
ゲ
の
視
角
が
主
流
派
の

北決60(2-8)346

ミ見，" 

分
和
枠
組
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
旬
、
福
利
レ
ジ
ー
ム
論
が
自
ら
へ
の
批
判
を
眼
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

14だ
な
段
階
へ
到

達
し
た
甲
」
と
を
示
唆
し
て
い
る

第
二
の
批
判
と
し
て
、
福
祉
レ
ン

l
ム
概
念
の
有
効
性
へ
の
疑
問
を
提
示
す
る
も
の
が
あ
る
例
え
ば
、

ス
カ
ラ
グ
ス
ら

(
計
三
己
何
旬
以

す
る
卜
で
、

ヱ
ス
ピ
ン

は
、
楕
祉
レ
ジ
ー
ム
の
需
異
を
把
握
す
る
た
め
の
「
脱
肖
品
化
」
や
「
社
会
的
階
層
化
」
と
い
う
指
標
を
形
成

一CU

ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
よ
り
用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
が
一
般
的
に
利
用
可
龍
で
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
公
的
に
利

ωロ
ヰ
〉

=ω
ロ
ω
(
)
C
F
ω
C
C

∞一

用
同
能
な

F
1
タ
を
利
用
し
て
両
指
僚
を
再
現

L
、
そ
の
主
張
の
妥
当
性
を
再
検
討
し
て
い
る
{
そ
の
結
巣
、
彼
ら
は
、
福
祉
「
レ
ジ
ー
ム
」

を
論
ず
る
乙
卜
ど
の
妥
当
性
に
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
ハ
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
新
た
な

F
l
タ
を
用
い
て
脱
商
品
化
f

チ

2EfE-bur--E】に
{

)

(

)

念

)

の
再
訂
価
を
行
、
っ
と
、
第
一
に
、
各
国
が
十
分
な
宍
異
を
示
さ
す
(
レ
ン
ム
論

お
よ
び
社
会
的
階
層
化
石
号
己
完
ω
ロ
ロ
止
と
一
山
口
ω
C
(
)

∞)

が
一
ホ
峻
す
る
「
ま
と
ま
り
」
が
発
見
で
き
な
い
)
、
第
二
に
、
あ
る
固
に
お
け
る
諸
政
策
聞
に

l
分
な
共
通
の
特
徴
が
な
い
こ
と
が
発
見
さ

レ
ジ
ー
ム
論
の
想
定
と
は
凶
作
ハ
な
り
、
脱
商
品
化
お
よ
び
社
会
的
階
層
化
と
い
う
指
標
は
、
各
国
に
お
け
る
諸
政
策
の
特
徴

を
類
型
化
す
る
に
は
十
分
と
は
一
百
え
な
い
の
で
あ
ブ
匂
ハ
一
青
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
の
研
究
は
、
あ
る
共
通
の
段
階
に
お
け
る
各
国
の
差
異
を
捉

れ
る
r

つ
ま
り
、

え
る
た
め
の
新
た
な
分
析
枠
紺
の
必
要
性
を
示
陵
し
て
い
る
。

福
祉
レ
シ

1
ム
ゃ
っ
間
一
慌
に
し
た
分
析
へ
の
疑
問
は
、
変
化
の
ゲ
イ
ナ
ミ
ス
ム
を
重
視
す
る
拾
者
か
り
も
一
不
さ
れ
て
い
る
η

例
え
ば
、

カ
;f 

は
、
社
会
政
策
の
政
策
決
定
の
諸
特
俄
(
累
積
性
、
個
別
政
策
こ
と
の
歴
史
性
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
関
与
、
多
様
な

決
定
プ
ロ
セ
ス
、
お
よ
び
諸
外
岡
の
モ
デ
ル
の
影
響
な
と
」
か
ら
、
レ
ジ
ー
ム
概
念
が
示
唆
す
る
政
策
聞
の
一
貰
竹
が
十
分
に
見
ら
れ
な
い

(
}
f
w
M
N
戸
叫
(
)
{
)
日
)

こ
と
を
指
摘
し
、
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
の
比
較
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
J

ま
た
、

パ
ニ
ン
ク
ら

(
田
山
口
口
』
口
「
お
E
E
E
o
o
xの
E



r
c
c
u】
民
(
)
(
)
寸
」

は
、
あ
る
社
会
川
題
に
対
し
て
存
国
で
採
用
さ
れ
る

7
ブ
ロ
ー
チ
や
対
処
伐
が
惚
合
的
な
特
徴
を
持
つ
一
」
と
を
指
摘
す
る
ハ

つ
ま
り
、
社
会
政
策
の
各
領
域
に
お
い
て
、

ひ
と
つ
の
ブ
口
グ
ラ
ム
で
対
応
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
所
得
・
資
虚
詞
杢
に
基
づ
く
画

一
的
な
給
引
か
り
所
得
比
例
型
給
付
や
職
域
保
険
お
よ
び
私
的
保
険
ま
で
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る
の
で
あ
る
ぷ
限
り
は
、

こ
の
複
合
性
が
諸
問
題
の
発
生
と
対
処
の
絞
り
返
し
と
い
う
連
の
政
治
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
か
ら
牛
じ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
、

近
年
の
変
化
を
分
析
す
る
上
で
は
、
諮
問
題
へ
の
同
有
の
対
処
法
の
採
用
を
含
υ

肯
す
る
「
レ
ン
ム
」
に
注

H
す
る
の
で
は
な
く
、
ブ
ロ
グ

ラ
ム
レ
ベ
ル
の
動
態
に
視
凸
J

を
移
す
必
安
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、

ク
l
ン
ナ
l

(
同
門
二
戸
百
円
N
C
C
寸
)

は
、
近
年
の
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
に

基
づ
く
煩
型
訟
の
成
果
を
検
討
し
た
詰
文
に
お
い
て
、
特
定
の
阿
の
位
置
づ
け
が
一
貫
し
て
い
な
い
こ
と
、
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
捉
え

お
よ
び
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ノ
の
成
県
と
一
致
し
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
社
会
政
策
の

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

変
化
を
支
出
デ
ー
タ
の
変
動
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
戸
川
一
牛
の
変
化
を
捉
え
る
よ
で
は
、
福
祉
「
レ
ジ
ー
ム
」
な
ど
の
俊

合
的
な
安
素
で
は
な
く
、
個
別
の
社
会
政
策
領
域
ご
と
に
分
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
福
相
同
家
の
近

年
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
福
祉
「
レ
ジ
ー
ム
」
と
は
異
な
る
視
角
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
η

ま
と
め
る
と
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
レ
ジ
ー
ム
概
念
の
有
効
性
に
疑
問
を
一
不
す
研
究
が
示
唆
す
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
脱
商
品
化
や
社
会
暗

品サ|玉|家の~禄性再考

層
化
に
本
づ
く
類
型
化
は
、
福
祉
国
家
の
特
徴
を
把
摂
す
る
上
で
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
第
二
に
、
と
り
わ
け
近
年
の
福
祉
国
家
の
変
化
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
捉
え
る
上
で
は
新
た
な
分
析
視
角
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
福
相
同
家
の
定

表
に
反
り
た
上
で
、
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
射
程
に
収
め
た
、
あ
る
共
通
の
段
階
に
お
け
る
多
桜
昨
を
把
握
す
る
た
め
の
新
た
な
分
析
枠

組
の
必
烹
件
を
一
不
し
て
い
る
。

第
一
一
の
批
判
と
し
て
、
南
欧
モ
デ
ル
や
オ
セ
ア
ニ
7
モ
デ
ル
な
ど
の
囚
つ
円
の
レ
ジ
ー
ム
の
存
在
が
主
張
さ
れ
る
例
え
ば
、

ブ
ェ
レ
l

一
フ
は
、
福
祈
政
策
の
受
給
権
、
給
付
形
態
、

ブ
7

イ
ナ
ン
ス
形
態
、
お
よ
び
組
織
運
営
形
態
の
差
問
に
注
目
し
て
、
南
欧
エ
ー
テ
ル
の
特
殊
性

北決60(2.9)347



ミ見

を
主
張
す
る
f

{

ム
河
吋
吋
合
吋
戸

]
C
U
⑦一

]
C
U
エ」。

つ
ま
り
、
財
欧

ttア
ル
は
、

一
層
用
ベ

l
ス
の
拠
山
に
県
づ
く
分
断
化
さ
れ
て
い
る
が
寛
大
な
所

得
保
障
ン
ス
テ
ム
と
般
則
政
に
よ
る
普
通
的
ヘ
ル
ス
ケ
ア
か
ら
構
成
さ
れ
る
福
祈
ミ
ッ
ク
ス
に
加
え
、
国
家
の
楕
祉
領
域
へ
の
浸
透
が
相

，" 

対
的
に
低
く
、
さ
り
に
思
一
服
、
王
義
的
な
政
策
の
利
用
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
v

ま
た
、
ポ
ノ

l
リ
は
、
「
ど
れ
だ
け
多
く
(
社
会
支
出
の
大
小
亡

四
つ
の
レ
ン

l
ム
ド
類

だ
け
で
は
な
く
「
ど
の
よ
う
に
二
般
財
政
と
社
会
保
険
拠
出
の
割
台
と
文
附
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
占
か
ら
、

型
化

L
、
出
欧
モ
-f
ル
を
「
支
出
が
少
な
く
、
社
会
保
険
拠
山
山
へ
の
依
存
が
高
い
」
特
徴
を
持
つ
も
の
と
し
ご
ほ
一
不
す
る
(
匡
(EC
一
二
芸
斗
)
。

他
方
、
キ
山
ツ
ス
ル
ズ
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
モ
デ
ル
の
特
殊
糾
い
を
強
調
す
る
例
え
ば
、
彼
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
を
、
£
高
関
税
な
と
の

保
護
、
土
義
的
な
経
済
政
策
、
お
両
賃
金
の
波
止
を
も
た
り
す
強
制
仲
裁
裁
判
所
を
通
じ
た
賃
金
政
策
、
品
川
一
限
『
疋
的
な
社
会
政
策
、
川
岸
一
労
働
力

供
給
を
制
限
す
る
た
め
の
移
民
政
策
と
い
う
四
つ
の
特
衡
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
賃
金
禄
得
者
モ
デ
ル
」
と
す
る

一h
g己
2
戸

U
Z
V山
]

中

Z
Z
)

つ
ま
り
、
移
民
政
策
に
よ
り
労
働
力
を
コ
ソ
/
九
ト
ロ
ー
ル

L
、
高
関
税
政
r
業
に
よ
り
競
争
力
の
な
い
国
内
製
造
業
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
完
全

雇
用
を
実
現

L
、
強
制
仲
裁
裁
判
所
を
通
じ
て
相
対
的
に
高
い
賃
金
を
労
働
者
に
広
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
政
策
の
対
象
を
就
労

で
き
な
い
人
に
限
定
し
、
一
般
税
を
基
椛
と
す
る
所
得
・
資
産
制
一
杏
に
基
づ
く
酉
一
給
付
に
よ
っ
て
、
小
規
模
だ
が
再
分
配
志
向
を
持
つ
と

い
う
福
祉
国
本
形
態
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
r

こ
一
」
で
重
要
な
点
は
、
賃
金
稼
得
苫
モ
デ
ル
が
社
会
民
土
、
王
義
的
な
北
欧
諸
岡
の
政
治

経
済
、
ン
ス
一
ア
ム
と
機
能
的
に
等
価
で
あ
る
と
い
う
彼
の
指
摘
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
民
に
社
会
的
保
護
を
提
供
す
る
と
い
う
共
通
の
月
標

に
対
し
て
、
北
欧
で
は
狭
義
の
社
会
政
策
の
拡
允
に
よ
る
事
後
的
な
補
償
が
選
択
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
問
で
は
雇
用
・
所

得
政
策
会
一
通
じ
た
怖
悩
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
c

つ
ま
り
、
社
会
支
山
刊
の
増
大
が
丹
分
配
の
唯
の
効
呆
的
な
手
段
と
は
限
ら
ず
、
労

働
巾
場
で
行
ら
れ
る
貸
金
の
平
等
性
を
高
め
、
社
会
政
策
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
十
分
な
再
分
配
を
達
成
し
う
る
の
で

あ
る

一円
5
2
2
E己
主
三
三
二
苫
ど
。
「
福
祉
国
家
の
特
倣
把
握
一
と
い
う
論
占
t

に
問
す
る
キ
M

ッ
ス
ル
ズ
の
分
析
の
持
つ
煮
義
法
、

用
政
策
と
社
会
政
策
が
特
定
の
条
件
下
に
お
い
て
代
替
的
な
憐
能
を
果
た
す
こ
と
を
一
ボ
峻
し
て
い
る
出
J

に
あ
る
J

北法60(2・10)348
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ボ
ノ

l
リ
に
よ
っ
て
「
労
働
市
場
を
通
じ
た
社
会
政
策
」
と
い
う
伺
角
に
拡
大
さ
れ
、
引
主
継
が
れ
て

い
く
n

徒
は
、
経
済
的
保
障
を
実
現
す
る
上
で
、
工
労
働
法
に
よ
る
規
制
、
ツ
プ
団
体
交
渉
に
来
づ
く
賃
金
設
定
、
お
よ
び
包
一
再
分
配
的
な
所

こ
の
キ
ャ
ソ
ス
ル
ス
の
い
泊
目
見
は
、

得
移
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
三
つ
の
労
働
市
場
政
策
の
桁
つ
機
能
的
日
十
個
竹
に
注

H
L、
ヨ
l
口
ソ
パ
持
固
で
の
政
策
ミ
ノ
/
ク
ス
を
検
討
す

る

(
民
言
。
一
】
に
{
)
(
)
山
一
れ
彼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
が
果
た
す
役
割
か
ら
、

戸
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
諸
国
「
王
け
所
得
移
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用

L
、
他
の
二
つ
は
あ
ま
り
役
割
を
来
た
さ
な
い
)
、
北
欧
諸
問
(
労
働
巾
場
の
版
制
は
依
い
か
、
団
体
『
父
渉
お
よ
び
再
分
配
的
な
所
得
移
転

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
両
者
が
発
展
す
る
)
、
大
陸
諸
問
(
中
程
度
の
労
働
市
場
規
制
お
よ
び
団
体
『
父
渉
の
進
展
と
い
う
件
格
を
持
つ
が
、
再
分
配

的
な
所
得
移
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
相
対
的
に
弱
い
て
お
よ
び
尚
欧
持
阿
午
前
い
労
働
市
場
規
制
を
設
け
る
方
で
、
他
の
二
つ
は
あ
ま
り
利

用
し
な
い

と
い
う
凶
つ
の
そ
「
ア
ル
を
析
出
す
る

こ
こ
で
重
要
な
古
卜
と
し
て
、
南
欧
モ
デ
ル
や
オ
セ
戸
一
一
ア
モ

F
ル
の
同
有
性
を
強
刑
す
る
研
究
の
青
い
表
は
、
第
四
の
レ
ジ
ー
ム
の
存
在
を

指
摘
し
て
い
る
点
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
っ
む
し
ろ
、
「
福
祉
国
訴
に
お
け
る
質
的
な
差
異
を
川
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
エ
ス
ピ
ン

ン
デ
ル
セ
ン
の
問
題
提
起
が
、
機
能
的
等
耐
性
や
代
替
件
十
一
軒
伺
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
自
身
の
分
和
枠
組
で
は
十
分
に
捉
え
き
れ
な
い
こ

と
を
示
峻
し
て
い
る
点
に
こ
そ

E
義
が
あ
る
r

つ
ま
り
、
第
一
論
文
で
示
し
た
但
社
同
家
の
{
疋
義
「
国
家
が
経
済
過
程
に
介
入
し
、
経
済
成

品サ|玉|家の~禄性再考

長
と
雇
用
を
実
現
し
、
公
共
政
策
に
よ
る
-
再
分
配
を
通
じ
て
、
市
民
に
社
会
的
保
設
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
統
台
を
図
る
政
析
的
メ
カ
ニ

ス
ム
)

が
示
峻
す
る
よ
う
に
、
同
日
系
は
日
標
達
成
の
た
め
の
複
数
の
政
策
選
択
技
を
保
持
し
て
い
る
た
め
、
楕
祉
国
家
の
特
徴
を
捉
え
る
た

め
に
は
、
狭
義
の
社
会
政
策
だ
け
で
な
く
、
広
義
の
経
済
・
社
会
政
策
な
ど
公
共
政
策
般
の
あ
り
方
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え

る
以
L
L

の
よ
う
に
、
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
に
問
す
る
諸
批
判
の
検
討
を
通
し
て
、
あ
る
共
通
の
段
階
に
お
け
る
楕
祉
国
家
の
多
桜
件
を
把
握
す

る
た
め
に
は

エ
ス
一
ビ
ン

ア
ン
デ
ル
三
ン
の
分
析
枠
組
で
は
十
分
と
は
一
斉
え
ず
、
政
策
九
世
域
聞
の
機
能
的
手
価
竹
や
代
益
性
な
ど
を
考
慮 一，

f 
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し
て
、
扶
義
の
社
会
政
策
だ
け
で
な
く
、
政
折
経
済
、
ン
ス
テ
ム
に
お
け
る
公
比
政
策
の
あ
り
方
に
注
目
し
た
新
た
な
分
析
枠
組
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
り
ま
た
、
近
年
に
お
け
る
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
把
握
す
る
と
い
う
点
で
も
、
福
祉
レ
ン
ム
論
は
限

，" 

WJを
抱
え
て
い
る
こ
と
が
一
ホ
峻
さ
れ
た
本
稿
で
は
、
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
も
考
慮
し
た
新
た
な
類
型
誌
と
し
て
、
経
済
社
会
問
題
へ
の

調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
ド
注
片
し
た
分
析
杵
組
を
提
示
す
る
。
次
節
で
は
、
ま
ず
、
光
行
耐
究
を
手
が
か
り
に
、
調
移
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
念
型
を

検
討
す
る
(

調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
四
つ
の
現
念
型

本
節
で
は
、
各
同
の
特
徴
に
基
づ
く
7
ド
ホ
ッ
ク
な
類
型
化
を
遊
げ
、
ま
た
近
年
の
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
射
程
に
収
め
る
類
型
論
を

展
開
す
る
た
め
の
分
析
視
角
と
し
て
、
資
本
、
土
義
の
多
様
性
論
に
関
す
る
諸
議
論
の
知
見
を
参
考
に
し
て
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
四
つ
の
浬

会
型
を
提
示
す
る
n

福
祉
レ
シ
1
ム
諭
の

E
哀
の
ひ
と
つ
は
、

述
の
よ
う
に
、
福
祉
国
家
の
多
様
性
を
把
握
す
る
た
め
に
、
社
会
政
策
の
働
き
を
、
市
場
・

国
家
・
家
族
の
間
連
の
小
に
位
置
づ
け
た
点
に
あ
ブ
司
。
ま
た
、

キ
ャ

y
ス
ル
ズ
ヤ
ボ
ノ
ワ
の
研
究
は
、
政
策
領
域
聞
の
機
能
的
等
価
性
マ

代
替
性
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
社
会
政
策
の
働
き
を
、
政
治
は
が
済
ン
ス
テ
ム
に
お
け
る
そ
の
他
の
諸
政
策
と
の
関
係
性
の
山
中
で
把
握
し
よ
う

と
試
み
て
い
る
c

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
比
較
福
祉
国
家
附
究
で
は
、
社
会
政
策
を
よ
り
広
い
観
占
か
ら
捉
え
直
す
試
み
が
叫
が
っ
て
き
て

い
る
r

こ
の
よ
う
な
梢
究
動
向
の
中
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
生
産
レ
ジ
ー
ム
と
社
会
政
第
の
制
度
的
補
完
糾
い
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政

治
目
下
済
ン
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
「
経
済
」
政
策
領
域
と
「
社
会
」
政
策
領
域
と
い
う
二
つ
の
領
域
の
リ
ン
ク
の
形
態
と
い
う
視
点
か
ら
、
ケ
什

北法60(2・12)350 



国
の
特
慨
を
把
握
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
例
え
ば

一目

r
r】
己
目

E
E】Z
]
午
中
中
)

は
、
凶
つ
の
制
度
領
域
(
経
済
ガ

工
ピ
ン
ゲ
ハ
ウ
ス

雇
用
レ
ン

l
ム
、
お
よ
び
信
判
同
家
)

型
と
勺
つ
四
つ
の
社
会
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
ハ
ポ
ン
ツ
ソ
ン

(
T
O
D
E
S
o
-
-
N
D
C
U
)

は
、
社
会
経
済
モ
戸
ル
を
、
①
ビ
ジ
ネ
ス
調
整
の
形
態
、

パ
ナ
ン
ス
、
公
使
関
係
、

に
い
け
日
し
、
北
欧
型
、
ト
人
陸
型
、
南
欧
型
、
お
よ
び
7
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン

め
)
労
働
勢
力
の
あ
り
ん
お
よ
び
賃
金
決
宏
一
ン
ス
一
ア
ム
、
一
ぬ
社
会
政
策
の
形
態
と
い
う
ゴ
点
か
ら
整
理
し
、

戸
ン
グ
ロ
サ

7
7
ン
諸
刊
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
リ
ベ
ラ
ル
市
場
経
済
」
と
ヨ
口
ツ
パ
諸
国
か
ら
な
る
「
社
会
市
場
経
済
」
を
提
示
す
る
そ
し
て
、

ブ

l
パ
ー
ら
は
マ
ク
ロ

な
レ
ン
|
ム
レ
ベ
ル
で
の
補
完
件
の
有
在
を
指
摘
(
出
=

Z円
山
口
己

m
F
4
7
2
E
N
D
-
]
)

工
ピ
ン
グ
ハ
ウ
ス
ら
が
編
集
し
た
共
同
研
究
は

し

主
に
ミ
ク
口
・
メ
ゾ
レ
ベ
ル
で
の
梢
{
一
五
件
に
つ
い
ご
考
察
し
て
い
る

百一}一ピロ
m
Z
5
ω
D
E
Y
-
Eコ
ギ
凶

C
C
一
)
っ
シ
ュ
ロ
ー
ダ

l
は
、
生
産
レ

ジ
ー
ム
と
但
祉
レ
シ

l
ム
の
両
知
域
に
補
完
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
資
本
主
義
の
多
様
性
論
と
比
較
福
祉
国
家
論
の
知
見
を
統
合
し

た
新
た
な
類
型
論
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る

ま
た
、
二
浦
「
一

0
0
二)

氏、

替
竹
に
注

H
す
る
研
究
を
批
判
的
に
継
承
し
、
円
相
用
と
楕
祉
の
つ
、
〆
ケ

l
ン
の
凶
類
型
を
ぬ
一
ポ
す
る
。

は
、
制
度
的
補
{
一
五
作
や
機
能
代

(
小
中

R
E
H
A
X
}允
門
出
{
)
(
)
恒
」

同
様
に
、
労
使
関
係
と
福
祉
阿
家
の
補
完
性
に
注
目
す
る
耐
ん
ん
も
あ
る
t

例
え
ば
、

ト
ラ
ン
プ
了
ン
ユ

(
↓
コ
戸
旨
]
)
=
ω
η
7
N
C
C
E
N
-
-
J
J

民
(
)
(
)
叶
古
)
)

は
、
労
使
間
の
労
働
協
約
に
基
づ
く
有
給
付
が
社
会
政
策
全
体
で
果
た
す
役
割
に
注
目
す
る
。
社
会
ハ

I
ト
ナ

I
間
の
合
意
が
重

品サ|玉|家の~禄性再考

要
な
役
割
を
四
半
た
す
諸
問
で
は
、
社
会
パ
ト
ナ
ー
へ
の
権
限
委
譲
と
財
政
負
担
の
削
減
策
を
引
き
替
え
る
こ
と
に
よ
旬
、
市
場
化
路
線
と

は
異
な
る
楕
祉
国
家
再
編
プ
ロ
セ
ス
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
嫡
す
る
。
つ
ま
り
、
福
祉
縮
減
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
労
使
関
係
が
仕
会
政

一Zωω
凶

Z
N
C
C
U
一
同

F
Z
D拘
-
J
M

戸戸
Z
ω
ロヰ

Zω
凶
凶

η
-
Nむ
E
C」

策
や
社
会
的
連
帯
の
新
た
な
代
佐
源
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

べ
Y
L
)
L
V

ノ

一

)

ベコ

北決60(2'13)351

打

ズ

(7{
目

r
c
L
2
]
中
司

F
V
N
{
)
(
ニ一
7
?
L
E
R
H
E
三
月
7
2
-
2
N
{
)
(
)日
)

ら
の
研
究
は
、
公
使
聞
の
協
調
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
れ
を
支
え
る
積
極

的
な
同
d

阜
の
役
割
が
、
緊
縮
財
政
ド
i

に
お
け
る
賃
金
抑
制
と
社
会
政
策
改
革
の
リ
ン
ク
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
的
条
件
と
な
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。



ミ見

ま
と
め
る
と
、
こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、
第
二
論
正
で
一
不
し
た
福
祉
国
家
の
定
義
が
一
ホ
陵
す
る
よ
う
に
、
新
た
な
類
型
論
を
考
え
る
上
で
、

狭
義
の
社
会
政
策
だ
け
で
な
く
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
公
共
政
策
般
の
あ
り
方
に
注

uす
る
必
要
件
を
示
し
て
い
る
。
き
ら
に
、

，" 

重
安
な
点
と
し
て
、
々
什
同
の
公
共
政
策
の
諸
形
態
を
把
握
す
る
卜
で
、
関
ワ
す
る
ア
ク
タ
ー

(
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
や
同
家
な
ど

の
相
互
作

用
ハ
タ

l
v
J
の
差
聞
が
亘
要
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
む

し
か
し
、
一
」
れ
ら
の
研
究
に
も
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
(
そ
れ
は
、
比
較
の
た
め
の
類
型
化
が
与
国
の
市
特
徴
か
ら

7
ド
ホ
y
ク
に

な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
点
に
あ
る
(
円
【

hE与
Z

N

C
中

ω)

こ
の
手
続
に
基
づ
く
類
型
的
は
、
各
国
の
特
妹
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
、

共
通
性
と
差
異
の
把
摂
と
い
う
類
型
化
の
意
誌
を
矢
わ
せ
か
ね
な
い
だ
け
で
な
く
、
世
奇
異
の
持
続
を
合

E
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
々
什
国
の
宍
異
か
ら
直
格
的
に
類
型
化
を
試
み
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
分
和
促
角
に
県
ず
つ
い
た
類
型
化
が
必
要
と

な
る

つ
ま
り
、
類
型
論
を
展
開
す
る
た
め
の
新
た
な
パ

l
ス
ベ
ク
テ
ィ
ァ
が
必
要
卜
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ハ

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
た
な
分
析
視
角
と
し
て
経
済
社
会
問
題
に
閲
す
る
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
、
所
日
し
、
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
射

桂
に
収
め
る
た
め
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
山
円

L
た
名
段
階
の
類
型
詰
十
笠
岡
山
間
す
る
。
木
節
で
は
、
ま
ず
'
官
、
本
、
王
義
の
多
様
性
議
に
回
附
す
る

諸
議
論
を
参
考
に
し
て
、
閏
家
お
よ
び
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
調
整
主
体
の
関
与
度
の
あ
り
方
か
ら
析
附
さ
れ
る
訓
貯
ト
メ
カ
一
一
ズ
ム
の
凶

つ
の
理
念
型
を
提
示
す
る
。

近
年
ー
仏
く
注
目
を
集
め
て
い
る
資
本
、
土
義
の
多
核
件

(
Z
2
2
2
0【
2
芝
山
一
日
記
一

V
O
C
)
論
は
、
新
古
典
派
梓
済
学
を
批
判
す
る
レ

ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
合
平
日
新
制
度
派
経
済
学
お
よ
び
制
度
に
注

H
す
る
比
較
政
治
経
済
学
な
ど
を
理
抗
的
背
景
と
し
て
発
達
し
て
き
た
り
効
率

性
を
持
つ
資
本
主
義
ン
ス
テ
ム
と
し
て
唯
一
の
巾
場
均
衡
モ
デ
ル
を
判
断
{
疋
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
モ
デ
ル
の
存
在
を
認
め
、

そ
れ
を
論

理
的
に
説
明

L
、
そ
の
モ
デ
ル
の
肯
'
義
や
合
古
守
山
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
は
的
と
す
る
。
そ
の
際
に
注
円
さ
れ
る
の
が
、
資
本
主
五
ン
ス
テ

ム
内
に
に
什
存
す
る
制
度
形
世
田
の
差
異
で
あ
る
n

具
体
的
に
は
、
コ
ー
ポ
レ

l
ト
ガ
パ
十
ン
ス
の
た
め
の
金
融
シ
ス
テ
ム
、
労
使
関
係
、
教
育
・

北法60(2・14)352



ト
レ

1
二
/
ゲ
ン
ス
テ
ム

お
よ
び
企
業
間
関
係
な
ど
で
あ
る

こ
れ
ら
の
制
度
低
泊
予
の
差
異
が
ピ
ジ
、
不
ス
ア
ク
タ
ー
の
調
撃
能
力
を
規
定

し
、
特
定
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
J

(
Z己

Z
E
目。喜一

2
ω
(喜
一
)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら

4 

政
治
経
済
学
で
出
回
を
集
め
て
い
る
附
究
は

ホ
ー
ル
と
ソ
ス
キ
ス

l土

『資
本
王
義
の
多
様
性
-
ー
と
い
う
論
丈
集
の
序
論
で
、

記
の
諸
領
域
で
生
じ
る
調
整
問
題
を
解
決
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
ー
と
し
て
、
企
業

ア
ク
タ
ー
か
依
拠
す
る
制
度
構
造
の
差
異
か
ら
、

ド
イ
ア
に
代
表
さ
れ
る
戦
略
的
調
撃
な
と
の
非
市
場
形
態
に
依
拠
す
る
「
珂
整
市
場
経
滑

U
F
u
o
o
E
己
己
主
吉
山
町

Z
Z
2
2
2
5
-
(
U
/内
向
」
と

7
メ
ワ
カ
に
代
表
さ
れ
る
山
場
形
態
に
依
拠
す
る

一
山
一

2
O
D
E
-切
ア
三
河
」
と
い
う
資
木
、
半
義
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の
理
念
型
を
提
出
す
る
v

「
H
由
市
場
経
済
一

=zz-E買
「
己

一
)
の
ホ

l
ル
ら
の
類
型
化
に
対
し
て
は
、
様
々
な
批
判
一
例
え
は
、
類
型
数
の
問
組
、
変
化
の
軽
視
お
よ
び
権
力
の
軽
視
な
と
の
静
態
的

傾
向
、
依
拠
す
る
右
法
論
な
ど
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
そ
の
中
で
も
、
調
整
メ
カ
二
ズ
ム
と
い
う
点
で
注

H
に
値
す
る
の
が
、
シ
ユ
ミ
ソ

ト
に
よ
る
批
判
で
あ
る
。
シ
コ
ミ

y
ト
は
、
調
整
問
題
を
解
リ
決
す
る
よ
で
、
「
7
ク
タ
と
し
て
の
国
家
」

の
役
割
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
批
判
す
る

(
出
三
五
=
号
N
C
C
N
N
C
む
宇
)
t

C
M
E
の
よ
う
な
非
市
場
調
整
だ
け
で
な
く
、
国

つ
ま
り
、

L
M
E
の
よ
う
な
市
場
制
幣
、

品サ|玉|家の~禄性再考

米
に
よ
る
調
幣
も
重
要
な
メ
カ
二
式
ム
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
国
家
が
土
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
資
本
土
義
、
ン
ス

フ
ラ
ン
ス
に
代
去
さ
れ
る
「
同
家
資
本
王
元
一
を
同
提
示
す
る

テ
ム
の
理
念
型
と
し
て
、

h

レ

〉

〉

、
j
A

九十

オ
l
y
C
ぴ

fノ
対
M

ドホ
7

シ
コ
ミ
ッ
ト
の
議
論
は

組
で
は
軽
視
さ
れ
て
い
た

7
ク
タ
ー
と
し
て
の
国
家
を
分
析
枠
組
に
呼
び
戻
す
こ
と
で
、
位
以
直
づ
け
が
殴
昧
と
さ
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
な
と

の
特
殊
性
を
明
示
し
た
占
で
重
要
な
貞
献
を
な

L
て
い
る
c

ホ
ー
ル
ら
お
よ
び
ン
ヱ
ミ
ッ
ト
の
議
論
は
、
経
済
・
社
会
開
通
の
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
お
よ
び
非
巾
埼
メ
カ
二

「
戦
略
的
調
整
お
よ
び
国
家
主
遊
ご

が
あ
り
、
調
整
、
土
体
と
し
て
、
国
家
お
よ
び
社
会
パ

l
n
ナ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
峻
し
て
い

ズ
ム

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
亘
要
な
占
、
は
、

ど
の
同
に
お
い
て
も
、
同
系
お
よ
び
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
は
多
か
れ
少
な
か
れ
経
済
社
会
問
題
の
嗣
世
↑

北決60(2'15)353
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に
関
川
す
す
る
の
さ
あ
川

得
国
の
け
つ
散
を
把
握
す
る
た
め
ド
沈

得
ア
ク
タ
ー
の
巣
た
す
役
創
的
主

wハド
i
w

出
回
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
占
に
あ
る

一
同
桜
町
指
怖
と

LF-、
ヱ
山
田
η
F
A叩
今
片
山
一

M
G
(
)
J
ご

便と

酬

つ
ま
打
、
重
要
な
の
沈
刑
整
、
土
休
そ
れ
凶
身
で
は
な
く
調
移
ド
エ
ハ
悼
の
来
た
す
役
削
で
あ
る
内

そ
こ
で
、
本
杭
と
は
、
資
本
土
r伐
の
多
様
料
品
剛
ト
よ
る
調
整
主
体
に
閉
す
る
知
見
一
加
え
て
、
阿

ア
ク
タ
ー
の
聞
与
度
の
大
小
と
い
う
伺
角
を
加
、
え
る
。
同
家
の
聞
ワ
皮
法
、
国
米
が
ア
ク
タ
ー
と

L
L
m和
市
社
会
問
題
内
調
移
に
積
僅
的
に
同
斗
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
市
場
メ
カ
一
一
ズ
ム
の
円
滑
な

作
用
ヤ
社
会
パ
ト
十
間
の
協
調
の
促
涯
と
い

J
間
接
的
な
役
割
に
汁
ま
る
か
と
い
う
点
一
C
整
理

布、
去

る

他
方
、
社
会
パ

l
p
ナ
ー
の
問
与
し
一
度
流
、
吋
使
の
々
合

7
ク
タ

1
内
の
制
整
お
よ
び
吋
使
間

の
協
調
が
実
現
す
る
こ
と
で
符
済
社
会
問
坦
の
調
撃
に
土
仏
的
に
関
与
す
る
か
、

も
し
く
は
、
労
使

内
聞
で
協
酬
が
長
堤
し
な
い
た
め
に
削
主
じ
問
守
し
な
い
か
と
い
う
百
で
絵
理
で
き
る

つ
の
軸
か
ら
剖
整
〆
芳
一
ズ
ム
一
問
す
る
凶
つ
め
担
一
念
型
企
考
え
る
」
と
が
で
ま
」
る
一
図

1
寺
昭
J

) 

の

す
な
わ
ち
、
第

L

『

山
内
ア
ク
タ
ー
の
仕
与
が
依
L
た
め

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
ム
ヤ
一
通
じ
た
調
移
に
依

拠
す
る
「
山
発
的
主
換
」
型
第

に
社
会
パ
ト
ナ
ー
が
十
分
に
組
織
化
さ
れ
I
L

い
な
い
た
め
、

同
家
が
調
整
土
休
と
な
る

国
家
主
導
」

型

第

一

に

、

社

会

パ

ト

ナ

間
的
凶
、
土
的
調
教
に
依

拠

国
家
は
副
次
的
な
役
刑
合
問
、
つ

凶
土
的
調
整
一
型
、
第
凶
に
、
山

7
ク
タ
ー
か
横
極
的

剖
整
問
題
に
附
与
す
る
三
苫
協
調
」
型
↑
じ
あ
る

ょ
の
理
念
刊
よ
ほ
、
特
定
の
同
け
お
け
る
剖
整
メ

カ
ニ
ズ

A
m
r

り
利
山
l
た
も
の
プ
沈
な
く
、

調
整
主
体
の
関
与
砂
~
か
り
込
町
理
的
に
導
ーか
れ
と
お
り

ア
ド
ム
ヘ
ヅ
ク
な
類
型
化
を
置
け
る
と
い
う
白
λ
、
意
味
が
あ
る

ま
た
、

次
的
一
一
、
位
認
す
る
よ
う
い

大

三者協調

大ムズ
滋
リ

ニ

主

力

家
メ

同

整古川(
社
会
パ

1
7
7
) 自主的d制緩

lヒif:川 2'16.:'，35-1

調整メカニズムの囚つの理念型(筆者作成)

国家

自発的交換
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こ
の
分
析
倒
角
と
し
て
の
調
整
メ
カ
ニ
ス
ム
に
、
正
目
し
た
各
段
階
の
類
型
論
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

ケ
イ
ン
ズ
王
義
的
段
階
か
ら
政
争
志
向

段
階
へ
の
移
行
と
い
う
再
編
ブ
口
セ
ス
に
お
け
る
蛮
化
パ
タ
ン
に
問
し
て
重
要
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
」
段
階
に
お
け
る
四
類
型
か
ら
「
競
争
志
向
」
段
階
に
お
け
る
二
類
塑
へ

木
節
で
は
、
前
節
で
析
出
し
た
詞
整
メ
カ
二
ズ
ム
の
理
念
型
を
も
と
に
、
各
段
階
に
お
け
る
類
型
を
考
察
す
る
。
ま
す
、
党
行
研
究
の
知

見
を
参
考
に
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
的
段
階
に
関
し
て
、

四
頭
型
(
山
場
リ
ベ
ラ
ル
、
社
会
的
山
場
経
済
、
社
民
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ス
ム
、
お

よ
ぴ
同
家
、
土
導
経
済
の
各
モ
デ
ル
)

を
提
示
す
る
r

そ
し
て
、
い
競
争
志
向
段
階
に
関
し
て
、
政
策
檎
域
聞
に
お
け
る
親
近
性
に
汀
円
す
る
こ

しとで、

二
つ
の
再
編
戦
略
(
巾
場
化
戦
略
お
よ
び
積
極
的
介
入
戦
略
)
を
析
山
し
、
訓
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

一
つ
の
政
治

民一位守市川町モデル

戸
父
換
モ
デ
ル
お
よ
び
協
調
モ
デ
ル
)

を
提
出
す
る
コ
そ
の
上
で
、
各
段
階
に
お
け
る
類
型
論
が
も
た
ら
す
理
論
的
知
見
を
明

ら
か
に
す
る
t

品サ|玉|家の~禄性再考

)
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
段
階
に
お
け
る
凶
類
型

ま
ず
、
調
鞍
メ
カ
二
ス
ム
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
段
階
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
類
型
が
析
出
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
り
第
二

前
文
で
論
じ
た
よ
う
に
、
ケ
イ
ン
式
、
半
義
的
段
階
は
、
①
埋
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
②
7
L
T
l
デ
ノ
又
ム
的
発
展
様
式
、
一
必
経
済
成

長
お
よ
び
そ
の
分
配
へ
の
「
一
/
セ
ン
サ
ス
、
日
中
)
マ
ク
ロ
需
要
管
理
政
策
、

お
よ
び
一
お
雇
用
お
よ
び
家
族
の
安
定
性
を
前
提
と
し
た
脱
尚
品
化

政
策
と
い
う
話
基
盤
お
よ
び
諸
政
叢
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
た
っ
上
述
の
よ
う
に
、

工
ス
ピ
ン
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
お

よ
び
キ
ヤ
ソ
ス
ル
丈
一
千
点
ノ

l
づ
ら
の
批
判
は
、
市
民
に
社
会
的
保
護
を
提
供
す
る
と
い
う
共
通
の

H
悼
に
対
し
て
、
々
什
岡
が
質
的
に
異
な

北決60(2'17)355



;-;;， 

る
対
応
戦
時
を
採
用

L
Lた
」
と
金
明
ら
小
に

L
て
い
る
一
こ
れ
ら
の
諸
研
究
法
、
凶
山
凶
主
点
レ
ン
l

ム
、
叩
守
之
表
レ
ジ
ー
ム
、
お
よ
び
社
会
川
町
土
土
会
レ
ン

l
ム
ー
と
い
う
間
的
に
国ん
な
る
三
つ
め
レ
ジ

便と

酬

ム
の
行
約
に
加
、
ぇ
、
第
四
の
レ
シ
ム
と

l
て
商
此
司
デ
ル
ヤ
オ
ヒ
ア
ニ

7
モ
デ
ル
の
存
主
人
十
一
指
摘

し
て
い
る

そ
の
秒
間
世
に
あ
る
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
白
川
に
出
回
ず
る
こ
と
に

よ
っ
亡
、
以
卜
の
よ
う
に
移
理
す
る
こ
と
が
で
主
る
〉
凶
出
主
ィ
柑
レ
ン
ム
は
、
賃
金
決
{
疋
お
よ
び

一
」
れ
ら
の
耐
究
成
果
法
、

社
会
政
策
の
M

門
理
な
い
と
に
閃
す
る
労
間
協
剖
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
分
に
発
達
せ
ず
、

国
家
の
役
刑
は

貧
同
除
+
+
ム
の
た
め
の
限
定
的
な
社
会
政
策
円
安
憶
の
γ
山
税
金
同
滑
に
機
能
さ
せ
る
」
と
限
定
さ
れ

る
な
と
、
主
に
山
場
メ
カ
二
ズ
ム
に
よ
る
副
主
に
依
拠
す
る
と
い
う
白
で
「
向
俗
的
交
換
」
型
い
位

拠
l
て
い
る
n

保
守
主
我
レ
ジ

ム
法
、
同
体
ー父
捗
に
基
づ
く
賃
金
決
定
ン
ス
一
ア
ム
の
制
限
~
化
が
准

み
、
職
洩
ベ
ー
ス
の
所
円
比
例
型
め
仁
会
保
険
原
理
を
採
用
!
七
会
パ
ー
ト
ナ
ー
円
よ
る
山
土
的

な
ME瞳
を
重
視
す
る
一
ん
で
、

国
家
法
刀
伎
の
自
主
川
温
唾
を
は
快
完
ず
る
役
-
酬
を
朴
う
ト
ロ
で

的
副
主
」
型
に
依
拠
!
て
い
る
他
ん
、
杜
会
民
主
土
党
レ
ン
ム
は
、

シ
テ
ィ
ズ
/
一
ン

y
ワ
に
基

づ
く
克
十
へ
な
社
会
政
策
の
繋
情
ヤ
積
極
的
、
売
働
市
場
数
震
の
導
入
な
と
国
家
が
州
極
的
な
役
割
を
相

、
つ
一
ん
さ
、
国
ト
組
織
聞
の
凶
体
父
捗
を
発
展
さ
せ
る
な
ど
高
い
調
整
能
力
を
持
つ
社
会
パ
ー
ト

テ
ー
が
公
H
ハ
政
策
の
杉
成
執
行
に
も
附
与
す
る
と
い
、
ユ
ニ
昔
協
諸
制

(コ
IMF-プ
テ
ノ
ズ
ム
J

を

発
達
さ
什
一
て
き
た
と
い
川
ノ
白
J
7
二
一
者
協
制
一
型
に
依
拠
ー
と
い
る
〉

P
ご

l
て
、
ぞ
れ
以
外
の
タ
イ

プ
は
、
社
会
パ
!
、
ナ
ー
の
組
織
力
が
低
い
た
め
、
打
倒
佐
山
な
調
整
土
仏
ー
と
し
て
の
在
判
を
担
わ
な

H 
土

}

前

階

経
段

将

ズ

主
ン

家

イ

同

ケr化
会
パ

l
ト

ナ

)

大

社民コーポラ

大

社会di場経済f111Zリベヲノレ
国家
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ケインス主義的段階の囚類型(筆者作成)図2



い
方
で
、
閏
家
を
中
心
と
し
た
狭
義
の
社
会
政
策
調
域
以
外
に
お
け
る
調
整
を
重
視
し
て
き
た
「
例
、
オ
セ

7
一
一
ア
一
両
関
税
政
策
や
移

民
政
策
な
ど
の
保
護
主
義
的
政
策
お
よ
び
仲
裁
制
民
に
よ
る
賃
金
設
『
ど
の
活
用
な
ど
、
山
間
欧
・
高
い
レ
ベ
ル
の
分
働
市
場
規
制
に
よ
る
雇
用

保
護
の
実
現
な
と
)

点
で
「
国
家
主
導
」
型
に
依
拠
し
て
い
る
ハ
木
稿
で
は
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
重
視
す
る
と
い
う
視
点
か
り
、
白
山
主

義
レ
ジ
ー
ム
を
「
市
場
リ
ベ
ラ
ル
」

モ
デ
ル
、
保
守
、
王
義
レ
ジ
ー
ム
を
「
社
会
市
場
経
済
」

モ
デ
ル
、
社
会
民
、
王
主
義
レ
ジ
ー
ム
を
「
社
民

コ
ポ
ラ
一
ア
イ
ズ
ム
」

モ
デ
ル
、
そ
の
他
の
デ
イ
プ
を
「
同
家
、
土
導
経
済
」

一図
2
参
出
」
一
。

モ
デ
ル
と
す
る

そ
し
て
、
各
政
治
経
済
モ
デ
ル
は
、
異
な
る
調
整
メ
方
一
一
ズ
ム
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
重
視
す
る
価
値
や
政
策

H
慌
が
異
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
、
ゲ

y
-
ナ
イ
ン
ら
の
附
究
は
、
こ
の
白
'
に
関
し
て
有
効
な
手
が
か
り
を
ワ
え
て
く
れ
る

(
2
2
2
E
D
Z
ω
一
一
坦
中
戸

Z
〔リω斗
弓

三

ω
一

N

(

)

(

)

{

)

)

。
彼
ら
は
、
符
レ
ジ
ー
ム
が
、
福
祉
を
提
供
す
る
共
通
の
理
由
(
①
経
済
的
効
率
性
の
促
進
、
一
均
一
貧
阿
の
除
去
、
③
社
会
的
平
等
の

促
進
、
④
社
会
的
統
合
の
促
進
と
社
会
的
排
除
の
同
遊
、
内
ノ
一
社
会
的
安
定
作
〔
地
位
の
保
全
)

の
促
進
、
お
よ
び
一

ω向
作
性
の
促
進
」
を
持

つ
方
で
、

R
な
る
優
先
順
位
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
っ
す
な
わ
ち
、
固
山
王
義
レ
ン

l
ム
は
、
辞
済
的
効
思
竹
の
促
進
お
よ
び
貧
凶
の

除
去
に
重
白
、
を
置
さ

コ
ー
ポ
ラ
テ
ノ
ス
ト
レ
ジ
ー
ム

(
保
{
寸
、
土
世
我
レ
ジ
ー
ム
)

は
、
粁
済
的
効
T
i
問
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
統
合
平
社
会

品サ|玉|家の~禄性再考

的
安
定
性
の
促
進
に
重
占
を
置
き
、
同
様
に
、
社
民
レ
ジ
ー
ム
は
、
経
済
的
効
率
性
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
平
等
の
促
進
に
重
白
t

を
世
く
の

で
あ
る
。
彼
ら
の
研
究
は
、
各
同
が
、
市
民
へ
社
会
的
保
護
を
提
供
す
る
一
」
と
を
通
じ
て
政
治
的
統
九
円
b
u
-
-

は
か
る
と
い
う
福
祉
国
家
の
共
通

目
標
の
も
と
、
諸
価
値
を
反
映
し
た
岡
有
の
政
策
対
応
を
と
る
こ
と
を
一
ポ
峻
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
λ

肯
す
べ
き
点
が
あ
る
り
そ
れ
は
、
グ

F
ノ
ン
ら
の
耐
究
が
工
ス
ピ
ン

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
ゴ
類
型
を
踏
襲
し
て
い
る
点
に
あ
る
の

本
稿
は
、
制
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
リ
在
日
し
て
四
類
型
を
析
問
し
た
た
め
、
彼
ら
の
知
凡
に
修
正
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
{
す
な
わ

L
、
「
同
家

モ
デ
ル
が
重
視
す
る
価
値
や
政
治
日
除
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
つ
国
家
主
導
経
済
モ
デ
ル
の
特
徴
法
、
経
済
成
長
の
達
成
に

主
導
経
済

よ
る
ま
か
さ
の
支
現
と
い
う
ケ
イ
ン
ス
、
王
義
的
段
階
の
共
通

H
悼
の
も
と
、
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み
に
よ
る
調
整
や
市
場
メ
カ
一
一
ス
ム
で
は

北決60(2'19)357



ミ見

ー
分
な
成
果
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
想
定
に
基
づ
き
、
国
家
が
諸
積
域
に
主
体
的
に
介
入
を
行
う
と
い
う
点
に
あ
る
従
っ
て
、
彼
ら
の
牲

理
に
依
拠
す
れ
ば
、
「
国
家
、
土
導
経
済
」

モ
デ
ル
で
は
、
経
済
的
効
率
件
の
促
進
に
加
え
て
、
社
会
的
統
ん
門
の
促
進
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と

，" 

考
え
ら
れ
る
、

以
卜
の
よ
う
に
、
調
整
メ
カ
ニ
ス
ム
に
、
口
円
す
る
こ
と
で
、

ウ

イ
/ 

ス
王
義
的
段

手|砦

市五
円い

L li 
と号併

がな
とる
さ凶
る'.:>

の
そモ
オl 戸
そご jレ
7，l 
1土 (
市
場
リ
ベ

一
フ
ル
、
社
会
的
山
場
経
清
、
社
民
コ
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
、

お
よ
び
同
家
主
導
経
済
)

込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
ワ
ズ
ム

フ
ォ

l
T
イ
ズ
ム
的
発
展
様
式
、
経
済
成
長
の
実
現
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、

マ
ク
口
需
要
情
理
政
策
お
よ
び
脱

尚
品
化
政
策
と
い
う
共
通
の
諸
基
綜
・
諸
特
阪
を
仔
つ
一
方
で
、
利
用
す
る
剰
整
メ
カ
一
一
ス
ム
が
凶
止
な
る
た
め
、
政
策
形
態
だ
け
で
な
く
、

重
視
す
る
制
値
や
政
策

H
標
も
異
な
る
こ
と
が
下
制
さ
れ
る
ο

(
ご
競
争
志
向
段
階
に
お
け
る
二
類
型

続
い
て
、
競
争
志
向
段
階
に
お
け
る
類
型
は
と
の
よ
う
、
な
る
だ
ろ
う
か
。
第
二
議
t

止
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
吋肌
争
志
向
の
福
祉
国
家
」

と
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
お
よ
び
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
変
零
圧
力
に
直
面
し
、
品
川
一
径
情
一
同
白
土
哀
優
位
と
い
う

国
際
経
済
体
制
お
よ
び
一
似
一
ポ
ス
ト
・
ブ
ォ
デ
イ
ズ
ム
的
発
畏
様
式
に
依
拠

L
、
必
説
争
力
の
昧
保
や
何
人
の
自
律
性
お
よ
び
社
会
的
包
摂

の
強
制
と
い
う
正
統
化
二
口
説
に
依
拠
し
て
い
る
。
経
済
政
策
は
、
④
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
競
争
力
政
策
が
中
心
と
な
り
、
社
会
政
策
は
、
①
'
本

は
此
の
多
様
化
お
よ
び
雇
用
の
流
動
性
会
一
刑
捉
と

L
て
(
再
)
商
品
化
政
策
が
特
徴
と
な
る
η

こ
こ
で
重
要
な
白
は
、
以
上
の
よ
う
な
ム
通
の

特
徴
が
あ
る
一
方
で
、
各
調
域
に
は
多
様
な
選
択
肢
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
ι

ま
ず
、
経
済
政
第
の
多
様
件
に
つ
い
て
椴
引
ず
る
ハ
こ
こ
で
手
が
か
円
と
な
る
の
が
、

f¥ 

イ

-
S
H
m
w一
山
岳
)
に
よ
る
イ
ギ
ワ
ス
同
d

本
の

変
申
什
に
関
す
る
分
析
で
あ
る
。

ヘ
イ
は
、

サ
y
ヂ
ャ
リ
ズ
ム
を
、

ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
的
福
利
岡
訴
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と
捉

北法60(2・20)358
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ぇ
、
同
米
と
経
済
再
編
に
関
す
る
異
な
っ
た
二
つ
の
考
え
方
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
そ
の
上
で
、
向
者
を
、

自
由
放
任
経
済

と
最
小
国
家
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
「
、
不
オ
リ
ベ
ラ
ル
ブ
ロ
ン
エ
ク
ト
」
と
、
同
際
経
済
で
の
競
争
力
確
保
の
た
め
、
経
済
的
・
社
会
的
制
杭
ト

を
通
じ
た
積
極
的
な
国
家
介
入
に
特
徴
付
け
A

つ
れ
る

「
シ
ュ
ン
ベ

l
タ
l
主
義
ブ
ロ
シ
ェ
ク
ト
」
と
整
理
す
る
、
前
者
か
ら
導
か
れ
る
経
済

政
策
は
、
規
制
緩
和
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
、
お
よ
び
民

U
化
の
促
進
な
〉
乙
で
あ
り
、
後
半
日
か
ら
導
か
れ
る
経
済
政
策
は
、
ィ
ノ
ベ

l

ン
ョ
ン
の
促
進
の
た
め
の
イ
シ
セ
ン
テ
イ
プ
付
ワ
や
構
造
的
競
予
力
の
た
め
の
戦
時
的
介
入
な
ど
で
あ
る
ハ

ヘ
イ
の
整
理
を
手
が
か
り
と
す

れ
ば
、
国
際
競
争
力
を
碓
保
す
る
た
め
の
梓
済
政
策
は
、

A
白
山
化
促
進
政
策
と
日
我
略
的
介
入
政
策
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
社
会
政
策
の
多
様
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
つ

ヘ
ィ
の
整
理
は
、
社
会
政
策
に
関
し
て
も
、
知
見
を
も
た
A

り
し
て
く
れ
る
J

り
、
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
ブ
口
一
ン
ェ
ク
ト
は
、
社
会
政
策
の
縮
減
や
私
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
供
給
の
促
進
を
示
峻
し
、
シ
コ
ン
ベ

l
タ
I
主
義
ブ

口
ジ
エ
ク
ト
辻
、
就
労
ー
と
給
付
を
結
び
つ
け
る
ワ
ー
ク

7
ょ
ア
化
が
示
唆
さ
れ
る
(
し
か
し
、
彼
の
整
理
で
は
、
近
牛
の
社
会
政
策
の
刷
新

ワ
ー
ク
フ
ム
ア
の
額
型
論
で
あ
る
ロ
近
牛
の
研
究
は
、

と
い
う
側
面
を
従
え
る
卜
で
は
、
不
分
な
点
が
残
る
n

こ
こ
で
日
日
す
べ
き
は
、

ワ
ー
ク
フ
ヱ
ア
に
ポ
類
型
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
c

様
々
な
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
労
働
市
場
拘
束
モ

ア
ル

と
人
的
資
本
開
発
モ
デ
ル

「
古
ニ
ヨ
ロ
ロ
η
と
ど
吉
一
ユ
2
4
}
O
【
}
己
主
己

z
h巴」

の
二
つ
の
形
態
が
作
在

(
-
p
t
Q戸田
i
i
[
O
H
η
め
巳
円
山
内
訂
ヨ

2
ロ
「
守
J
K
F
)

品サ|玉|家の~禄性再考

す
る
一
」
と
に
は
異
論
か
少
な
い

べ
y
ク
ら
(
〕

ν
2
T
E
E
J「一
Z
2
-
C吋
命

日

3
2
p

↓E
2
x
r
v
Z
E
E
T
2
T
日

3
2
]
)

の
牲
理
に
よ
れ
ば

両
モ
デ

ル
は
、
信
社
受
給
者
を
労
働
市
場
へ
と
統
ん
門
す
る
こ
と
を
日
指
す
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
川
攻
略
と
い
う
占
'
で
共
迎
す
る
が
、
そ
の
達
成
手
段
日

様
・
理
念
は
大
き
く
異
な
る
c

す
な
わ
ち
、

L
F
A
は
、
負
の
イ
ン
セ
ン
テ
ノ
ブ
を
蛙
供
し
、
労
働
市
場
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
雇
用
へ
移
行
す
る
こ
と
を
日
除
と
す
る
の
に
対
し
て
、

H
C
D
は
、
時
税
同
法
な
労
働
へ
の
移
行
に
は
教
育
や
ス
キ
ル

形
成
が
不
叶
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
職
業
教
育
な
と
人
的
資
本
へ
の
投
資
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
つ
前
者
は
ま
ず

就
労
を
求
め
る
白
J

で
ワ
ー
ク
フ
ブ
ー
ス
ト
モ
デ
ル
、
後
右
は
就
労
支
援
サ

l
ピ
ス
を
重
視
す
る
白
J

で
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
一
ア
ン
シ
ブ
モ
デ
ル
と
も

つ
ま
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ミ見

繋
理
さ
れ
る

そ
し
て
、
第
二
論
文
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
お
よ
び
ポ
ス
ト
産
業

(
己
宮
本
二

0
0
二
)

社
会
へ
の
移
行
に
什
っ
て
生
じ
て
い
る
「
新
し
い
社
会
リ
ス
ク

(D2LOE己

=ω「
己
的
問
)
」
に
対
応
す
る
た
め
の
新
し
い
政
策
と
い
う
槻

，" 

ア
ク
テ

f
ベ
l
、
ン
ョ
ン
と
い
う
視
角
が
亘
要
と
な
る
、
イ
エ
ン
ソ
ン
ら

己
の
【
}
凶

O
D
E
E
山

E
E
J
r
h
F
ユニ
}
N
E
C
U
ω
中

C
E
)

占
¥
か
一
ら
は

摘
す
る
よ
う
に
、

N
S
H
へ
の
対
応
の
中
で
、
「
社
会
的
投
資
」
と
い
う
側
向
に
重
点
を
置
い
た
新
し
い
社
会
政
策
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
生
じ

H
C
D
モ
デ
ル
の
既
存
の
労
働
者
の
人
的
資
本
開
発
と
い
う
側
面
に
加
え
て
、
女
性
や
若
苫
な
ど

N
S
R集
団
も
主

要
な
対
象
に
加
え
、
積
極
的
に
社
会
進
出
参
加
で
き
る
よ
う
に
諸
条
件
を
世
常
備
す
る
諸
政
策
(
例
、
ス
キ
ル
形
成
や
教
育
・
訓
練
の
支
援
、

つ
つ
あ
る
(
こ
れ
は
、

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

7
レ
キ
シ
ブ
ル
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

お
よ
び
雇
用
形
態
の
変
化

(
ブ
レ
キ
シ
キ
ュ
リ
一
ア
イ

の
高
い
一雇
用
の
劃
山

に
応
じ
た
カ
バ

l
原
理
の
導
入
な
ど
)

を
合
む
と
考
え
ら
れ
る
{
従
っ
て
、
社
会
的
包
摂
を
目
指
す
た
め
の
社
会
政
策
は
、

a
労
働
市
場
拘

来
モ
戸
ル
に
代
表
さ
れ
る
扶
義
の
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
ー
と

b
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

以
卜
の
よ
う
に
、
存
政
策
伺F
山
地
に
は
、
競
争
志
向
段
階
に
お
い
て
も
選
択
技
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
催
認
で
き
た
が
、
両
右
の
聞
に
悶

連
作
十
一
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
り
こ
こ
で
墓
安
と
な
る
の
が
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
ι

つ
ま
り
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

注

H
す
る
乙
と
で
、
両
政
策
領
域
に
お
け
る
選
択
肢
に
親
近
性
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
主
る
。
ま
ず
、
経
済
社
会
問
檀
の
調
世
帯
を
土
に
市
場

メ
カ
エ
ズ
ム
に
委
ね
、
同
求
は
市
場
メ
カ
一
一
ズ
ム
の
円
滑
な
作
用
を
実
現
す
る
機
能
を
折
、
つ
に
汁
ま
る
戦
略

(
A白
山
化

+
a
ワ
ー
ク

7
i

ア
↓
市
場
化
戦
略
)

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
は
積
極
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
期
利
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
市
場

化
戦
略
は
、
「
自
発
的
父
換
」
メ
カ
ニ
ズ
ム
ピ
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
η

他

h
、
山
政
策
組
域
に
積
極
的
に
介
入
す
る
な
ど
、
何
本

が
調
整
主
体
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
担
い
続
け
る
戦
陪

(
B
戦
略
的
介
入

+
b
ア
ク
一
ア
/
ベ

l
ン
ョ
ン
↓
戦
略
的
介
入
戦
略
)
も
存
在
す

る
。
こ
こ
で
泊
、
経
済
社
会
問
題
の
処
右
護
が
困
問
と
泣
い
え
な
い
複
雑
化
・
流
動
化
し
た
状
況
に
お
い
て
、
功
山
岡
町
肉
を
発
見
し
、
公
正
か

っ
効
ゑ
的
な
政
策
の
策
定
・
採
用
・
実
施
の
た
め
に
は
、
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
の
協
力
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
コ
そ
の
た
め
、 が

指
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戦
略
的
介
入
時
略
ば
、

三
苫
協
刑

メ
カ
ニ
ス

ム
に
位
担
し
亡
い
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
の
同
戦

時
に
基
づ
い
て
も
た
ら
さ
れ
る
い
刷
争
心
向
段
陪
に

お
け
る
二
つ
の
政
治
緑
市
ン
ス
テ
ム
を
、
剖
整
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
し
で

HAn地
的
空
検
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
依
拠
し
た

士
幌
モ
デ
ル
」
〉
二
苔
協
調
メ

カ
ニ
ス
ム
に
依
拠
し
h
L

「
協
剖
モ
ヂ
ル
」

と
す
る

〔主
2
お
よ
び
凶
3
を
表
。
出
」

さ
ら
い

両
モ
デ
ル
に
は
、

、
ケ
門
誌
争
力
政

笑
ぉ
、
小
び

一
丹
」
商
品
化
政
買
と
い
〕
共
通
の
叫

徴
内
と
政
策
形
態
山
手
片
岡
が
も
九
に
ら
さ
れ
る
だ

け
む
な
く
、
日
争
力
の
実
現
や
社
会
的
包
摂
の
促

他-li凶;;:の多綜判 丹.
選
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
正
悦
化
汗
説
に
お
い
て

も
、
差
凶
作
一
が
止
じ
る
こ
と
が
予
制
さ
れ
る
r

形
態
↑
問

L
C
は、

ト
出
の
上
う
い

父
換
工
で

一
ア
ル
」
は
へ

H
出
化

+
a
狭
震
の

7
1
ク
y
i
ア

が
梓
町
さ
れ

協
調
閉
そ
3

ノ

ル

は

E
帆
略
的
介

入
一

b
ア
ク
一
ア
/
べ

l
ン
ヨ
ン
が
採
用
さ
れ
る
ル

政
策

市場化政略 戦略的介入戦時

政策 約前 向問化促進 約出戦略的介入政策
11.会 J主義のワ、ク 7~，ア 11:::，アクテイペ ション

一目黒の社剖 市場メカ二ズム刀すト円滑に咋 制笠土休!~ ~亡、積惇 Eつに
~i るような政世子「人~:1出 政策介入
ん

社会パートナー 市場メカ二スムをヰOijした 出;家!~ IZf ~同のもと、制1&ヱ
じ/)j立制 卜での山発的交換に従事 体と Lて棋極的に問与

制主主メカ『スム メカ二スム.同発Ii'J'又挽 メカ二スム:---'111高樹
とアラトカム アラトカム 交換モデル アlラトカム 協調壬デル

{蹄'(.占州段階〉

批
会
，ミ

ト
ブ

つの再編戦略の諸特徴(筆者作成)表2

戦略的介入戦略に

糸つく

協問、IJ-1ごデル

大

大行場イヒ約四合に

立つく

交換モデル

北iT;60(2.2.)1361

国軍

競争志向段階の二類型(筆者作成)国3



ミ見

予
測
さ
れ
る
正
統
化
言
説
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
「
父
換
モ
デ
ル
」
で
は
、
市
場
メ
カ
二
ズ
ム
の
効
率
性
が
強
訓
き
れ
、
ま
た
社
会
政

策
の
コ
ス
ト
固
に
注
目
が
集
ま
り
、
そ
の
縮
減
こ
そ
が
競
争
力
の
碓
保
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
強
制
き
れ
る
の
そ
の
た
め
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ

l

，" 

ド
キ
福
村
依
存
が
岐
調
さ
れ
、
貧
困
な
と
の
諸
問
題
の
責
任
を
他
人
に
転
嫁
す
る
似
向
な
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
協
調

モ
デ
ル
」
で
は
、
競
争
力
を
確
似
す
る
よ
で
祁
ア
ク
タ
ー
聞
の
協
調
が
も
た
ら
す
効
凶
作
が
強
調
さ
れ
、
持
ア
ク
タ
ー
の
参
加
や
社
会
的
多

様
作
の
持
つ
メ
リ

y
ト
に
注

H
が
集
ま
る
。

以
卜
の
よ
う
に
、
経
済
自
由
、
土
義
優
位
の
同
際
経
済
体
制
、

ポ
ス
ト
ブ
ォ

l
デ
ィ
ス
ム
的
発
展
い
お
式
、
続
中
力
の
碓
保
お
よ
び
伺
人
の
自

律
性
い
や
社
会
的
包
摂
の
強
調
、
ミ
ク
口
競
争
力
政
策
お
よ
び

(
再
)
商
品
化
政
策
と
い
う
共
通
の
諸
基
盤
・
諸
特
倣
を
持
つ

「
競
争
ぶ
向
段

暗
」
で
は
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
分
和
国
悦
角
か
ら
政
策
領
域
に
お
け
る
親
近
件
に
日

H
す
る
こ
と
ご
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
政
策
形
態
い
向

上
ぴ
正
統
化
=
弔
問
を
持
つ
二
類
型
(
交
険
モ
デ
ル
ー
と
協
調
モ
デ
ル
」
を
析
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
ハ

モ
ァ
ル
の
理
論
的
含
青
b

木
稿
で
は
、
新
た
な
類
型
前
と
し
て
、
国
家
と
社
会
ハ

l
ト
ナ

l
の
関
ワ
反
か
ら
類
型
化
さ
れ
る
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
念
型
を
析
山
し
、

こ
れ
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

ケ
イ
ン
ズ
王
義
段
陥
に
お
け
る
四
類
型
お
よ
び
競
争
志
向
段
階
に
お
け
る
二
類
型
を
提
示
し
た
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
各
段
階
に
お
け
る
類
型
論
が
も
た
ら
す
理
論
的
合
意
を
検
討
す
る
。

重
要
な
白
川
と
し
て
、
こ
の
一
つ
の
類
型
詰
十
一
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
段
階
の
移
行
と
い
う
再
編
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
変
化
パ
タ

l

ン
に
関
す
る
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
福
祉
国
家
の
動
惑
を
考
察
す
る
上
で
、

ヒ
コ

l
リ
ス
一
ア
ノ
ッ
ク
な
価
値
を
持
つ
の
で

あ
る
、
従
来
、
福
祉
国
家
レ
ジ
ー
ム
肉
体
は
経
路
依
存
的
な
発
展
を
た
と
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
た
っ
例
え
ば
、
ア
イ
ヴ
ァ

l
セ
ン
ら
法
、

一雇
用
実
現
・

貸
令
平
等
・
則
政
胤
作
と
い
う
コ
つ
の
目
標
が
刊
時
に
実
現
で
き
な
い
と
い
う
「
サ
ー
ビ
ス
経
済
の
ト
ワ
レ
ン
マ
下
」

で
、
各

北法60(2・24)362 



レ
ジ
ー
ム
は
経
路
依
存
的
な
対
泌
を
取
る
こ
と
を
示
唆
す
る

〈

2
2ロ
E
E
t
J
Zロ
]
一
事
担
)

つ
ま
り
、
社
会
民
主
主
義
レ
ジ
ー
ム
は
別

政
規
律
を
犠
牲
に
し
、
保
守
主
託
レ
ジ
ー
ム
は
需
用
実
現
を
犠
牲
に
し
、
同
山
王
義
レ
ン

l
ム
は
賃
金
干
等
を
犠
牲
に
す
る
J

同
校
一
ド
、

ス
ピ
ン

ア
ン
デ
ル
セ
ン
も
、
ポ
ス
嵯
業
化
に
伴
う
問
題
が
レ
ジ
ー
ム
ご
と
、
大
き
く
凶
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
社
会
民
主
王
託
レ
ジ

l

ム
は
人
的
資
本
へ
の
投
資
ゃ
積
極
的
労
働
巾
場
政
策
を
採
用

L
、
自
由
主
義
レ
ン

l
ム
は
新
自
由
主
義
路
殺
を
採
用
し
、
保
守
主
義
レ
ジ

l

ム
は
労
働
力
削
減
路
線
を
採
用
す
る
な
ど
、
政
策
対
応
が
経
路
依
存
的
に
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る

R
L
Z
Z
K
E
A
-
2
1
2
ニ
S

F
乙
E
1
2
]
)
υ

こ
れ
ら
の
研
究
に
対
し
て
、
実
際
の
比
較
研
究
で
は
、
経
路
依
存
的
と
は
い
え
な
い
変
化
を
経
験
し
た
国
々
や
岡
難
と
考
え
ら
れ
て
い
た

改
革
に
成
功
し
た
何
々
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
例
え
ば
、

(
Z門己
}η
コ
」
円
デ
山
口
止
山
内
-ニ

Z
E
-
N
D
C中
一

ヘ
メ
レ
ィ
ク
り

は
、
先
進
諸
国
の
政
治
経

涜
シ
ス
テ
ム
の
変
容
を
比
較
一
公
析
し
た
研
究
に
お
い
て
、
各
レ
ジ
ー
ム
内
で
雇
用
も
福
村
も
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
現
し
た
同
(
オ

l
一お

上
述
の
よ
う
に
、
競
争
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム

ス
ト
ラ
リ
ア
、
「
ア
ン
マ
ー
ク
、

ス
イ
ス
な
ど
」

オ
ラ
ン
ダ
、

を
指
摘
し
て
い
る
ハ
さ
ら
に
、

(
ζ
E
E
2
]
S
m
v
N
G中
]
ヨ

Z
o
t
E
E
E
同一戸
E
E
N
-
-
u
)
な
ど
、
効
心
単
位
と
公
正
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
協
耐
メ
カ
一
一
ス
ム
の

山
刊
現
が
注
H
さ
れ

部
の
大
陸
諸
問
で
は
、
政
労
協
調
の
も
と
社
会
政
策
の
拡
允
と
縮
小
を
、
、
ソ
ク
ス
さ
せ
た
福
祉
国
家
の
刷
新
と
考
え

ら
れ
る
諸
改
革
の
実
現
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
目
。
口
。
一
】
N
(
)
{
)
(
)
4

何
古
円
以
】
口
同
古
P
己

ω
戸
ロ
ユ

Z
戸
沼
山
内
山
一
目
(
)
(
)
{
)
一
「
m
J
4
4
]
3
3
G

宇ふ九一

~7内命D
N

N

(

)

{

)

戸
間
ぬ
ぬ

品サ|玉|家の~禄性再考

ロ
】
凶
コ
=
中
も
参
昭
'
)

ま
た
、
オ
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ア
コ
ド
と
呼
ば
れ
る
政
労
聞
の
協
調
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
護
王
義
的
な
賃
令
稼
得
者
モ
デ
ル
か
ら
の
転
換
が
実
施
さ
れ
た
(
固
め
一
二
右
ツ
ロ
己
主

2

2
己

]
Z
P
P
7
5
コN
ω
c
c
p
p
E知
山
口
己

つ
ま
り
、
比
較
耐
究
は
、
経
路
依
存
的
な
漸
進
的
な
対
応
だ
け
で
な
く
、
抜
本
的
な
転
換
に
成
功
し
た
諸
何
の
存
在

を
川
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
後
者
の
国
々
で
は
国
家
と
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
聞
の
新
た
な
協
調
メ
カ
二
ズ
ム
の
形
成
が
政
策
転
換
の
重
要
な
力

J
J
1
E
r
ω
C
C
5
4な
ど
)
ο

ギ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
一
ホ
峻
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
部
の
国
々
で
は
、
国
家
と
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
の
協
調
に
挟
づ
く
衣
本
的
な
変
化
を
経
験
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
ひ
こ
の 工
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社
会
パ
ー
ト
ナ
ー　

小

大

国家　小

大



昇
段
階
の
類
型
論
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
再
編
プ
ロ
セ
ス
の
変
化
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
理
論
的
知
見
を
両
日
る
一
」
と
が
で
き
る

一
)
こ
で
注
u

党
す
べ
き
占
…
が

一
点
あ
る
コ
第
一
に
、
調
整
メ
カ
一
一
ズ
ム
は
変
化
に
影
響
を
与
え
る
背
景
的
な
要
因
で
あ
れ
り
、
変
化
の
仁
川
向
一
千

速
さ
は
、
再
編
戦
略
の
選
択
な
ど
政
治
ア
ク
タ
ー
の
行
為
に
依
存
し
て
い
る
ハ
こ
こ
で
興
味
深
い
事
例
と
し
て
、

ニコ

l
ジ
l
ラ
ン
ド
の
再

絹
が
、
学
げ
ら
れ
る
二
ェ

l
ジ
I
ラ
ン
ド
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
同
じ
賃
金
掠
何
者
モ
デ
ル
に
依
拠
し
て
い
た
が
、
政
労
協
調
け
烹
づ
く

自
由
化
が
進
め
ら
れ
た
オ

l
ス
ト
ラ
ワ
?
と
は
異
な
旬
、
政
府
、
土
導
の
も
と
明
、
方
的
な
新
自
由
王
義
的
改
革
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
特
呆

と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

7
7
イ
カ
ル
な
折
自
由
、
土
義
化
が
進
む
方
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
自
由
化
の
促
進
一
だ
け
で
な
く
、

社
会
政
策
の
拡
允
や
戦
略
的
産
業
政
策
の
導
入
な
ど
、
諸
政
策
組
域
で
宵
由
化
へ
の
梢
漬
が
な
さ
れ
た
、

つ
ま
り
、
両
国
の
再
編
ア
ウ
ト
カ

ム
は
大
き
く
分
岐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

一
J

州
国
の
比
較
分
析
と
し
て
、

門
戸

ω己
m
m
pロ
ユ
℃
戸
市
二

ω
Cロ
]
喧
中
叶
円
い
白
羽
円
一

mm山
ぬ
庁
出
一
]
喧
中
志
一

R
C
M
N
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(
)
(
f
c
乙
L
T
E
E
N
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)
{
)
(
)
ヨ
心
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忠
七
回
]
一

I
v
p
再
三
宮
一
土
砂
ロ
ユ
手

E
-
2
N
{
)
(
)
(
y
m
f
r
d町
民
吋
耳
目
(
)
{
)
(
)
ヨ

-
E】
E
一
2
1
]
喧
屯
戸
出
}
戸
山
〈
ミ
]
喧

3
3
h
u

ど
二
本
稿
の
モ
ア
ル
に
よ
っ
て
解
釈
す
れ
ば
、
ケ
イ
ン
ス
、
王
義
段
階
か
ら
競
争
志
向
段
階
へ
の
移
行
に
お
い
て
、
「
岡
本
土
導
」
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
依
拠
し
た
賃
金
稼
得
者
モ

F
ル
か
ら

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
「
山
場
化
戦
略
」
を
採
用
し
、
「
自
発
的
父
投
」

メ
カ
一
一
ズ
ム
に
依

拠
し
た
「
交
換
モ
デ
ル
」
へ
と
い
裕
一
在
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
「
戦
略
的
介
入
戦
闘
町
」
を
採
用
し
、
「
一
者
協
調
」

品サ|玉|家の~禄性再考

メ
カ
エ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
「
協
耐
モ
戸
ル

へ
特
近
し
て
い
っ
た
と
菩
え
に
り
れ
る
(
こ
の
オ
セ
ア
二
ア
両
国
の
分
岐
は
、
調
整
メ
カ
一
一
γ

ス
ム

は
楕
祉
国
家
の
段
暗
の
移
釘
に
伴
う
世
主
化
の
見
械
を
規
J

疋
す
る
要
因
に
す
ぎ
ず
、
複
数
の
再
編
戦
略
が
存
在
す
る
た
め
、
政
治
ア
ク
タ
ー
に

よ
る
、
土
体
的
行
為
が
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
一
不
峻
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
過
去
の
制
度
的
・
政
策
的
遺
産
で
あ
る
調
整
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
み
で
は
再
編
プ
ロ
セ
ス
の
多
様
性
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
政
治
ア
ク
タ
ー
の
行
為
に
注
日
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ο

ウ
イ
ン
ズ
主
義
的
段
階
か
ら
競
予
志
向
段
階
へ
の
再
編
に
伴
、
っ
諸
改
革
は
既
存
利
詩
集
団
の
利
耐
と
対
立
す
る
可
能

そ
し
て
、
第
一
に
、

性
を
持
つ
た
め
、
協
調
エ
ー
テ
ル
も
し
く
は
父
扱
モ
ア
ル
へ
接
近
せ
ず
、
従
米
型
の
対
応
が
持
続
す
る
叫
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

北決60(2.27)365
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ケ
イ
ン
ス
土
表
段
階
か
ら
競
争
志
向
段
階
へ
の
再
編
が
順
別
に
進
む
と
は
臥
ら
ず
、
訓
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
有
効
性
を
持
た
な
い
「
岡
家
ー
土
導

経
済
」

モ
F
ル
や
「
社
会
的
巾
場
経
済
」

つ
ま
り
、
福

モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
経
路
依
存
的
な
対
応
が
問
料
用
さ
れ
続
け
る
叫
能
竹
が
あ
る
J

，" 

祉
国
家
の
再
編
プ
口
セ
ス
で
は
、
ケ
イ
ン
ズ
、
土
義
段
階
に
お
け
る
諮
問
地
の
発
止
と
み
山
改
革
の
ほ
用
・
実
施
の
問
に
、
時
間
的
な
ギ
b

ソ
ブ

が
存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
り

r札

結
論
福
祉
国
家
の
特
徴
把
鮮
に
関
す
る
段
階
ム
一
川
と
類
型
論
の
知
見

木
節
P
は
、
今
ま
で
の
議
論
を
啓
理
し
た
卜
台
、
「
福
祉
同
家
の
特
俄
把
握
」
と
い
う
福
祉
同
家
論
の
理
論
的
課
題
に
関
し
て
、
第
二
諭

文
お
よ
び
本
稿
で
検
討
し
て
え
た
段
階
論
と
類
型
論
が
も
た
ら
す
知
見
を
明
ら
か
に
す
る

一
)
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
山
円
し
た
類
型
合

木
稿
の
課
題
は
、
あ
る
段
階
に
お
け
る
福
祉
国
家
の
多
様
性
を
把
握
す
る
た
め
の
分
析
枠
組
(
類
型
前
)

を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

ま
す
、
比
較
福
相
同
求
研
究
に
お
け
る
類
型
前
の
到
達
凸
t

で
あ
る
ゴ
ス
ピ
ン

7
ン
デ
ル
セ
ン
の
福
相
レ
ン
ム
論
の
慨
要
を
簡
単
に
振
句

つ
ま
り
、
彼
の
設
的
の
芯
義
は
、
発
民
段
階
の
差
異
に
解
消
で
き
な
い

返
り
、
そ
の
武
義
を
明
ら
か
に
し
た

「
楕
祉
国
家
の
質
的
な
多
お

性
」
と
い
う
於
白
'
を
、
比
較
福
祉
国
家
研
究
の
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
た
白
'
に
あ
る
。
そ
の
上
で
、
福
祉
レ
シ

l
ム
訟
に
悶
す
る
近

年
の
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
で
、

J

ス
ピ
シ
ア
ン
デ
ル
セ
/
の
分
析
枠
組
で
は
彼
一
同
身
の
問
題
設
ー
疋
に
十
分
に
符
え
ち
れ
な
い
こ
と
を
催

認
し
た
り
で
こ
で
、
福
祉
国
家
の
定
義
に
一
戻
旬
、

日
的
達
成
の
た
め
の
多
様
な
選
択
肢
の
存
在
を
剛
提
と
し
て
、
政
策
領
域
問
の
機
能
的
等

価
竹
や
代
答
性
な
ど
に
注
目
し
た
新
し
い
分
析
枠
組
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
導
い
た
。
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本
稿
で
は
、
新
た
な
分
析
枠
組
と
し
て
、
訓
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注

H
し
た
各
段
階
の
類
型
論
を
提
示
し
た
(
ま
ず
、

7
ド
ホ
ッ
ク
な
類
型

化
を
防
き
、
ま
た
変
化
の
ゲ
イ
ナ
ミ
ス
ム
も
考
慮
す
る
た
め
に
、
新
た
な
類
型
論
の
基
健
と
な
る
分
和
視
角
と
し
て
、
資
本
王
義
の
多
様
性

前
を
め
ぐ
る
諸
議
論
を
手
が
か
り
に
国
家
と
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
両
制
整
王
休
の
関
与
度
か
ら
四
つ
の
調
整
メ
カ
ニ
ス
ム
の
理
念
型

一
国
家
王
等
、
白
発
的
交
険
、

お
よ
び
三
者
協
剥
)

ウ
イ
ン
ズ
王
義
段
階
に
関
し
て
、
先
行
耐
究

h
H
王
的
調
整
、

を
導
い
た
。
そ
の
上
で
、

の
知
見
を
参
考
に
し
て
、

お
主
ぴ
社
民
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
)
を
導
l，.¥ 

凶
類
型
一
同
家
主
導
経
済
、
巾
場
リ
ベ
ラ
ル
、
社
会
的
山
場
内
村
済
、

た
。
他
ん
、
競
争
志
向
段
階
に
関
し
て
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
す
る
一
」
と
で
、
政
策
泊
筑
間
に
お
け
る
親
近
作
を
発
見
し
、

二
つ
の
再

編
戦
略
(
山
場
化
戦
略
お
よ
び
戦
略
的
介
入
戦
略
)

お
よ
び
一
つ
の
政
治
粁
済
モ
デ
ル

(
交
換
モ
デ
ル
お
よ
び
協
調
エ
ー
テ
ル
)
を
導

い
た
、

そ
し
て
、
乙
の
ケ
イ
ン
ズ
主
義
段
唱
に
お
け
る
凶
類
型
か
ら
競
予
忘
同
段
階
に
お
け
る
一
類
型
と
い
う
モ
デ
ル
が
、
再
編
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
変
化
パ
タ
ー
ン
を
捉
え
る
上
で
ヒ
ュ

l
リ
ス
一
ア
イ

y
ク
な
側
値
を
持
つ
一
」
ー
と
を
珠
山
認
し
た
ハ

つ
ま
り
、
依
拠
す
る
訓
啓
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
利

用
則
能
性
が
、
変
化
パ
タ
ー
ン

(
経
路
依
存
的
で
漸
進
的
な
対
応
、
も
し
く
は
抜
本
的
な
転
換
)

を
規
定
付
け
る
と
い
う
似
説
が
得
ら
れ
る

の
で
あ
る
れ

品サ|玉|家の~禄性再考

」
福
祉
国
家
の
特
掛
川
把
握

第
一
論
『
止
で
は
、
比
較
福
相
同
日
系
論
が
「
特
徴
の
把
握
」
お
よ
び
「
動
態
の
説
明
」
と
い
う

一
つ
の
理
論
的
課
題
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
明
り
か
に
し
た
c

そ
の
卜
で
、
「
特
徴
把
持
」
を
行
う
た
め
に
は
、
福
祉
国
家
の
J

疋
義
に
戻
り
、
あ
る
段
階
と
別
の
段
階
に
お
け
る

共
通
性
と
差
異
を
比
較
す
る
た
め
の
分
析
枠
組
(
通
時
比
較
の
た
め
の
段
階
論
)
、
お
よ
び
、
あ
る
安
過
の
段
階
に
お
け
る
多
様
性
を
把
摂

す
る
た
め
の
分
析
枠
組
(
共
時
比
較
の
た
め
の
頒
型
論
)
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
王
娠
し
た
っ
第
二
論
丈
で
は
、
ま
ず
福
祉
国
家
を
「
岡
家

が
目
下
済
過
程
に
介
入
し
、
経
済
成
長
と
一雇
用
を
実
現
し
、
公
比
政
策
に
よ
る
再
分
配
を
通
じ
て
、
市
民
に
社
会
的
保
護
を
提
供
す
る
こ
と
に
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よ
り
統
合
を
図
る
政
治
的
メ
カ
二
ス
ム
」
と
定
義
づ
け
た
そ
の
上
で
、
戦
後
の
安
定
的
な
経
済
成
長
を
文
え
た
楕
祉
国
家
を
、
心
埋
め
込

ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
①
フ
ォ

l
-ア
イ
ズ
ム
的
発
展
株
式
お
よ
び
伝
経
済
成
長
と
そ
の
分
配
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
依
拠
し
、
公
マ
ク
ロ

，" 

者
安
管
理
政
策
お
よ
び
⑤
一
脱
商
品
化
政
策
か
A

り
特
故
村
け
A

り
れ
る

「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
」
と
捉
え
た
、
そ
し
て
、
経
済
の
グ
ロ

l

パ
ル
化
の
進
展
お
よ
び
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
変
容
圧
力
に
前
向
し
た
現
存
の
段
階
を
、
①
経
済
目
白
土
義
優
位
の
刊
際
経
済

体
制
、
②
ポ
ス
ト
ブ
ォ
デ
イ
ズ
ム
的
発
展
様
式
お
よ
び
勾
一
読
予
力
の
確
保
と
社
会
的
包
括
い
や
他
人
の
向
作
併
の
強
訓
と
い
、
っ
正
統
化
一
百
説

に
依
拠
し
、
④
ミ
ク
口
一
競
争
力
政
策
お
よ
び
匂
(
再
)
商
品
化
政
策
か
ら
特
級
付
け
ら
れ
る

「
競
争
志
向
の
楕
祉
国
家
」
と
し
た
第
一
宇
治

文
で
あ
る
本
稿
で
は
、
類
型
需
を
展
開
す
る
た
め
の
分
析
担
角
と
し
て
、

ま
ず
国
家
と
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
-
山
訓
称
、
土
体
の
悶
ワ
反
か

ら
四
つ
の
調
幣
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
念
型
(
国
家
主
導
、
自
発
的
交
換
、

お
よ
び
三
者
協
調
)

同
主
的
調
整
、

を
析
出
し
た
F

そ
の
ー
で
、
ケ

イ
ン
ズ
主
義
的
段
階
に
問
し
て
囚
類
型
(
国
家
主
導
経
済
、
巾
場
リ
ベ
ラ
ル
、
社
会
的
巾
場
経
済
、
お
よ
び
社
民
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
」

徒
示

L
、
競
争
志
向
段
階
に
関
し
て
二
類
型
(
父
換
モ
デ
ル
お
よ
び
協
制
モ
一
ア
ル
一
を
提
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
訟
は
、
「
福
祉
国
家
の
特
徴
把
握
」
と
い
う
前
点
、
関
し
て
、
経
済
社
会
的
基
梓
お
よ
び
政
治
的
基
結
と
政
策
領
域
の
特
徴

に
注

H
す
る
こ
と
で
、
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と

L
て
の
福
祉
国
家
が
「
ケ
イ
ン
ズ
王
義
的
段
階
」
か
ら
「
競
争
志
同
の
段
階
」

へ
と
質
的
に

変
化
し
て
い
る
一
」
と
が
山
摂
で
き
、
ま
た
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
す
る
一
」
と
で
、
作
段
階
の
多
様
作
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

(図

5
参
聞
い
)
コ
さ
ら
に
重
要
な
占
'
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
再
編
プ
ロ
セ
ス
の
特
徴
に
閉
す
る
諸
知
見
を
も
た
ら
す
だ

示
し
て
い
る

け
で
な
く
、
「
動
態
の
説
明
」
と
い
う
比
較
福
祉
国
家
詰
の
も
う

つ
の
理
詰
的
課
題
を
考
也
市
す
る
ー
で
も
重
要
な
知
見
を
も
た
り
す
c

再

編
プ
口
セ
ス
の
特
倣
と
し
て
、
例
え
ば
、
多
様
性
の
持
続
、
各
同
に
お
け
る
変
化
の
規
模
の
烹
異
、

お
よ
び
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
な
と

が
一
ホ
岐
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
動
管
の
説
明

の
た
め
に
は
、
再
編
プ
ロ
セ
ス
を
政
治
ア
ク
タ
ー
の
ー
土
体
的
な
対
応
を
含
む
政
治
的

プ
ロ
セ
ス
と
捉
え
る
必
要
性
が
一
不
峻
さ
れ
る
ロ
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

北法60(2・30)368

を



社
会
パ
ー
ト
ナ
ー　

小

大

国家　小

大

社
会
パ
ー
ト
ナ
ー　

小

大

国家　小

大



ミ見

ま
ず
、
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と
し
て
の
楕
祉
国
家
は
、
戦
後
の
安
J

疋
的
な
経
済
成
長
を
文
え
た
「
ケ
イ
ン
ズ
王
義
的
」
段
階
か
ら
、
経
済

，" 

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
お
よ
び
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
移
什
に
伴
い
、
「
競
争
志
向
」
段
階
へ
と
再
編
し
て
い
る
一
方
で
、
各
段
階
の
内

部
で
は
多
校
性
を
似
持
し
て
い
る
v

福
祉
国
家
は
、

マ
ク
口
レ
ベ
ル
の
環
境
の
変
化
」
伴
い
、
経
済
・
社
会
的
県
盤
だ
け
で
な
く
政
治
的
県

持
も
変
化
し
て
お
り
、
結
呆
と
し
亡
、
政
策
的
な
特
徴
も
変
化
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
大
き
く
質
的
け
変
化
し
て
い
る
と
い
え
る
り
こ
こ

で
重
要
な
点
と
し
て
、
福
祉
国
家
の
定
義
が
示
陵
す
る
よ
う
に
、
目
標
注
成
の
た
め
に
は
多
様
な
政
策
手
段
か
有
存
す
る
た
め
、
各
段
階
の

福
相
同
一
本
は
諸
基
盤
お
よ
び
諸
政
策
に
共
通
の
傾
向
を
持
つ
方
で
、

そ
の
内
部
に
は
多
校
性
が
イ
自
存
し
て
い
る
。
こ
の
各
段
階
に
お
け
る

多
様
性
は
、
採
用
さ
れ
る
政
策
手
段
や
再
編
戦
略
を
規
疋
す
る
剰
整
メ
カ
一
一
ス
ム
に
注

H
す
る
こ
と
で
犯
摂
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
、

比
較
福
祉
国
紙
論
の
論
占
、
と
し
て
、
こ
の
段
階
の
変
化
は
、
福
祉
国
家
の
「
移
行
」
や
「
ほ
涜
」
で
は
な
く
、
但
判
同
家
の

「
ム
丹
編
」
と
考

、
え
ら
れ
る
(

つ
ま
り
、
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
国
家
は
質
的
に
変
化
し
て
い
る
が
、
日
他
相
同
ノ
訴
の
定
義
の
中
、
じ
的
な
要
素
で
あ

る
「
経
済
過
程
へ
の
介
入
」
お
よ
び
「
公
共
政
策
を
通
じ
た
政
治
的
統
合
」
と
い
う
側
面
は
維
持
さ
れ
て
い
る
J

ま
た
、
7
ク
テ
ィ
ペ

l
シ
ョ

ン
な
と
の
近
年
の
変
化
の
一
部
は
、
新
た
な
公
立
の
あ
り
方
や
連
併
の
基
盤
を
模
索
す
る
積
極
的
な
試
み

(
福
祉
国
家
の
刷
新
一

と
考
え
h

り

れ
る
r

つ
ま
り
、
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
祉
国
家
は
多
様
性
を
保
ほ
す
る
形
で
質
的
に
大
主
く
変
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
依
然

し
と
し
て
福
祉
国
家
の
中
心
的
要
素
を
引
き
継
い
で
い
る
た
め
、
福
祉
国
家
の

「
再
編
一
と
評
価
で
き
る

そ
し
て
、
こ
の
段
曜
論
と
類
型
論
の
知
見
は
、
再
編
ブ
口
セ
ス
の
特
徴
に
閲
し
て
、
様
々
な
知
見
を
も
た
ら
す
。
ま
ず
、
市
一
に
、
こ
の

再
編
プ
ロ
セ
ス
は
、
ケ
什
同
で
変
化
の
規
模
が
大
き
く
異
な
り
、
ま
た
、
あ
る
モ
デ
ル
へ
の
収
殺
を
導
く
と
は
限
ら
な
い

と
い
う
性
格
を
持
つ
。
こ
の
件
惜
を
浬
肝
す
る
上
で
の

T
が
か
り
と
な
る
の
が
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
調
鞍
メ
カ
一
一
ズ
ム
は
、
異
な
る

(
多
桜
件
の
持
続
)

政
策
遺
産
お
よ
び
複
数
の
再
編
戦
略
と
い
う
二
つ
の
点
で
、
再
洞
プ
ロ
セ
ス
の
性
格
に
影
州
曹
を
与
え
る
、
ま
ず
、
段
階
移
行
の
際
に
政
治
的

7
ク
タ
ー
が
直
面
す
る
政
策
遺
産
で
あ
る
ケ
イ
ン
ズ
王
義
段
階
に
お
け
る
調
整
メ
カ
ユ
ス
ム
は
、
複
雑
竹
が
培
大

L
、
流
動
化
す
る
状
況
で
、

北法60(2・32)370



諸
問
題
へ
の
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
競
争
志
向
段
階
に
お
い

C
利
用
吋
能
併
が
大
主
く
異
な
る
(
す
な
わ
ち
、
利
用
可
能
性
が

劣
る
「
国
家
主
導
」
お
よ
び
「
肉
、
王
的
剤
散
す
」
の
両
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し
て
い
た
諸
国
(
国
{
来
王
導
経
済
お
よ
び
社
会
的
市
場
経
済
)

は
、
そ
れ
以
外
の
阿
々
に
比
べ
て
、
場
境
の
変
化
に
白
米
す
る
新
た
な
経
済
社
会
問
也
へ
の
効
果
的
な
制
牲
が
困
離
な
状
況
に
直
向
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
従
米
型
の
剰
融
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し
た
モ
デ
ル
か
ら
の
転
換
が
必
要
と
な
る
た
め
、

よ
り
抜
本
的

な
改
革
に
同
か
い
や
す
い
。
他
方
、
依
拠
し
て
き
た
調
整
メ
カ
二
ズ
ム
が
有
効
性
を
持
つ
諸
国
一
山
場
リ
ベ
ラ
ル
お
よ
び
社
民
コ
ポ
ラ
テ
イ

ス
ム

で
は
、
梓
路
依
存
的
で
漸
進
的
な
政
策
対
応
が
取
ら
れ
る
こ
と
が

F
刻
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
宍
な
る
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
政

策
遺
産
か
っ
、
各
刊
で
変
化
の
胤
械
が
異
な
り
、
ま
た
競
争
志
向
段
階
で
も
多
桜
件
が
持
続
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
J

ま
た
、
複
数
の
再

編
戦
略
の
存
在
と
い
う
点
か
ら
も
、
多
様
件
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
c

上
述
の
よ
う
に
、
競
争
志
同
段
唱
P
は
、
政
策
凱
域

聞
の
親
近
作
一
そ
し
て
、
諸
政
策
を
規
定
す
る
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

に
注

H
す
る
こ
と
で
、
経
済
社
会
問
題
の
珂
整
を
市
場
メ
カ
二
ズ
ム
に

委
ね
る
市
場
化
戦
時
お
よ
び
、
同
家
と
社
会
パ

l
ト
ナ
の
協
剰
に
基
づ
く
制
牲
を
円
指
す
戦
略
的
介
入
戦
略
と
い
う
二
つ
の
再
編
戦
略
を

導
く
こ
と
が
で
き
る
c

つ
ま
り
、
政
治
ア
ク
タ
ー
に
は
再
編
プ
口
セ
ス
に
関
す
る
複
数
の
選
択
肢
が
伐
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
選
択
さ
れ

る
か
は
政
治

7
ク
タ

l
の
選
択
に
依
存
し
て
い
る
そ
の
た
め
、
海
数
の
再
編
戦
略
の
存
在
と
い
う
点
か
ら
も
、
収
数
が
起
こ
る
と
は
考
え

品サ|玉|家の~禄性再考

F

一
、
「
一

一
、
く

L
ー

さ
ら
に
、
第
二
に
、
こ
の
再
編
ブ
口
セ
ス
は
、
環
境
の
変
化
に
伴
う
諸
山
題
の
発
生
と
実
際
の
政
策
対
応
の
実
現
の
聞
に
は
時
間
的
ギ
b

y

ブ
が
存
在
し
や
す
い
と
い
う
降
格
を
仔
つ
c

こ
れ
は
、

ケ
イ
ン
ズ
王
義
段
階
か
ら
競
争
志
向
段
階
へ
の
再
編
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
既
作

の
政
策
形
態
に
お
け
る
詩
変
化
を
含
む
た
め
に
生
じ
る
。
す
な
わ

L
、
と
の
同
に
お
い
て
も
、

ウ
イ
シ
ズ
主
義
段
陥
の
諸
政
策
に
利
，
ハ
川
を
持

つ
利
益
集
同
に
よ
る
再
編
へ
の
抵
抗
に
直
面
す
る
可
能
件
が
あ
る
た
め
、
競
争
志
p

阿
段
階
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
あ
る
J

こ
れ
は
、
再
編
一
プ
ロ
セ
ス
が
政
治
的
対
立
平
諸
改
草
へ
の
障
害
の
克
服
を
含
む
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
を
一
ポ
峻
す
る
の

北決60(2'33)371



ミ見

さ
ら
に
、
乙
の
再
編
プ
ロ
セ
ス
の
時
間
牲
は
、
経
路
依
存
的
な
政
策
対
応
仁
、
政
祈
的
作
惜
の
左
凶
日
ハ
が
存
在
す
る
一
」
と
を
含
党
す
る
。
こ
の

占
…
に
つ
い
て
も
、
利
融
ナ
メ
カ
一
一
ス
ム
へ
の
り
日
が
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
J

す
な
わ
ち
、

ウ
イ
ン
ズ
王
義
的
段
暗
に
お
け
る
剤
散
す
メ
方

，" 

一
一
ズ
ム
が
競
争
志
向
段
階
に
お
い
て
も
利
用
可
能
な
諸
国
一
市
場
リ
ベ
ラ
ル
お
よ
び
社
民
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
)

に
お
け
る
経
路
依
存
的
対

応
と
、
そ
う
で
な
い
諸
問

(
国
家
王
導
経
済
お
よ
び
社
会
的
巾
場
経
済
」

に
お
け
る
経
路
依
存
的
対
泌
は
質
的
に
異
な
る
と
考
え
A

つ
れ
る
。

つ
ま
り
、
生
じ
て
い
る
誇
変
化
が
漸
進
的
で
経
路
依
存
的
と
い
う
共
通
牲
を
示
し
た
と
し
て
も
、
問
苫
で
は
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
変
化
が

不
必
要
な
た
め
、
変
化
の
規
模
が
小
さ
い
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
改
革
へ
の
祇
抗
や
新
た
な
剥
整
メ
カ
一
一
ス
ム
を
検

議
す
る
試
行
錯
誤
の
た
め
に

徒
化
が
牛
じ
て
い
な
い
状
態
と
い
え
る
。

従
っ
て
、
第
三
に
、
ー
述
の
よ
う
な
再
編
プ
ロ
セ
ス
の
性
格
は
、
比
較
福
祉
国
家
論
の
も
う
一
つ
の
理
論
的
課
題
で
あ
る
「
動
態
を
説
明
」

す
る
た
め
の
理
論
枠
組
を
形
成
す
る
卜
で
の
知
見
を
も
た
ら
す

つ
ま
り
、
再
編
プ
ロ
セ
ス
は
、
あ
る
特
定
の
パ
タ
ー
ン
の
採
用
が
子
測
さ

れ
る
前
環
境
の
変
化
へ
の
受
動
的
な
対
応
で
は
な
く
、
政
治
的
対
4
h
O

臥
び
改
章
の
治
障
害
の
克
以
や
複
数
の
再
編
攻
略
か
ら
の
政
治
的
選

択
な
ど
を
含
む
、
政
治
ア
ク
タ
ー
の
土
体
的
・
積
極
的
な
対
応
に
扶
づ
く
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
再
編
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
政
治
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、

H
標
設
定
お
よ
び
支
持
調
理
と
い
う
阿
局
面
に
お
い
て
発
帰
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

ケ
イ
ン
ズ
主
義
段
階
の
問
題
か
蓄
積
す
る
と
い
う
『
止
脈
で
、
政
治
7
ク
デ
が
と
の
よ
う
に
問
題
を
設
定
し
再
編
戦
略
の
選
択
を
行
い

標
設
定
)
、

-r

支
持
制
達
一
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
ワ
レ

l
ミ
ン
グ
な
ど
を
駆
使
し
て
支
持
調
達
を

H
指
し
た
か

構
成
・
戦
略
於
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は

ア
イ
デ
ア
の
二
つ
の
役
判
一
構
成
的
お
よ
び
因
果
的
)
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
ゲ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
の
阿
側
面
を
分
析
の
射
程
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
ο

以
L
L

の
よ
う
に
、
比
較
福
村
岡
家
論
の
埋
前
的
科
題
で
あ
る
「
特
徴
把
握
一

に
問
し
て
、
段
階
前
お
よ
び
各
段
階
の
類
型
論
を
再
検
討

f

る
こ
と
で
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
福
相
同
五
が
変
零
圧
力
に
出
面
す
る
巾
で
大
き
く
再
編
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
異

北法60(2・34)372 
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な
る
政
策
理
佳
お
よ
び
複
数
の
再
編
戦
略
と
い
、
つ
古
か
ら
、
こ
の
再
編
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
も
引
占
続
主
多
様
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
J

そ
の
た
め
、
「
動
態
の
説
川
」
と
い
、
つ
も
う
一
つ
の
理
論
的
課
題
を
検
討
す
る
上
で
は
、
再
編
プ
ロ
セ
ス
を
、
政
治
ア
ク
タ
ー

の
王
体
的
・
積
極
的
な
対
応
を
含
む
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
、

そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
把
握
し
う
る
理
前
枠
組
を
形
成
す
る
こ
と
が

必
安
と
な
る
。
一
)
こ
で
、
構
成
・
戦
略
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は

ア
イ
デ
ア
の
二
つ
の
役
割
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
標
設
定
お
よ
び

支
持
調
達
と
い
う
二
つ
の
政
計
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
射
程
に
収
め
る
乙
と
を
可
能
に
す
る
。
第
凶
論
文
で
は
、
「
動
惑
の
説
明
」
に
関
す
る

既
存
の
理
論
枠
制
を
批
判
的
に
検
討
し
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
-
再
編
ブ
口
セ
ス
の
政
治
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
出
仕
え
る
た
め

の
新
た
な
枠
組
と
し
て
、
構
成
・
戦
略
訟
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
し
た
モ
テ
ル
を
提
示
す
る
、

品サ|玉|家の~禄性再考

F
1
)

ン
リ
!
ズ
「
構
成
攻
略
論
的
ア
プ
ロ
チ
に
基
づ
く
回
収
代
福
祉
問
家
分
析
」
は
、
構
成
・
成
時
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
、
つ
メ
タ
理
論
に
依

拠
し
、
「
現
代
短
朴
庁
い
家
の
特
慨
を
忙
握

L
、
そ
の
動
態
JV
説
明
す
る
た
め
の
埋
首
枠
組
一
を
提
示
、
そ
れ
を
松
山
肌
分
析
に
適
応
す
る
v

」し
r
一

仁
よ
っ
て
、
比
較
刊
を
国
一
家
論
お
よ
び
政
治
学
理
論
の
発
展
に
一
貝
献
す
る
こ
と
を
日
的
と

L
て
い
る

第
一
論
文
(
加
藤
二

O
コ八
)
rは
、
比
較
栴
朴
正
家
論
が
「
相
朴
正
家
の
特
俄
拒
摂
一
お
よ
び
「
動
態
の
説
明
一
と
い
う
つ
の
理
論

的
認
題
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
特
憤
把
握
」
の
た
め
に
は
、
福
九
七
亙
家
内
定
義
に
戻
り
、
ヨ
時
比
較
の
た
め
の
段
階
論
レ
一
共
時
比
較
の
た
め
の
矩

型
耐
が
必
安
と
な
る
一
)
と
を
指
摘
し
た
上

E
、
構
造
と
主
体
の
相
可
作
刷
(
共
時
的
お
よ
ぴ
通
時
的
)
い
お
け
る
ア
イ
デ
ア
の
二
つ
の
役
割
F

構

成
的
と
阿
果
的
)
に
注
目
す
る
構
成
・
戦
略
前
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
慨
要
を
ニ
υ
L
た

信

一

論
1

げ
人
(
加
藤
二

O
一ひ九
J

で
は
、
伺
子
斗
家
を
政

市
経
済
、
ン
ス
テ
ム
と
し
て
定
長
L
、
成
品
質
の
i

世
ー
一
定
的
な
経
消
成
長
を
1
1
、
え
た
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
段
滑
」
か
ら
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
近

民
お
よ
び
ポ
ス

1
附
柴
村
会
へ
の
移
行
ー
と
い
う
変
零
下
一
力
に
貫
一
凶

L
、
「
競
下
志
向
段
位
附
一
へ
と
判
、
帰
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
、
訪
者
の

請
基
幹
お
よ
び
請
特
役
は
、
の
埠
め
込
ま
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
③
ブ
オ
)
↓
ア
イ
ズ
ム
的
発
展
株
式
、
品
、
経
済
成
長
へ
の
コ
/
セ
ン
サ
ス
、
一
、
ψ

マ
ク
ワ
需
要
管
理
政
策
、
(
中
)
脱
商
ロ
昨
化
政
放
で
あ
り
、
後
者
は
、
必
征
消
自
由
主
義
慢
併
の
匡
際
経
消
体
恥
、

-dポ
ス
ト

7
4
4
l
デ
ィ
ス
ム
的

発
展
禄
式
、
小
闘
争
力
の
確
保
お
よ
び
仙
人
の
向
律
作
や
社
会
的
包
摂
の
強
調
④
ミ
ク
ロ
説
争
力
政
村
町
、
⑦
(
置
い
〆
商
品
化
政
策
と
f

笠
理
で
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みさ」
p
h
》コ

(
2
)

本
文

P
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
研
究
の
他
に
、
福
に
仁
レ
ジ
ー
ム
前
自
体
に
関
す
る
長
一
止
の
研
究
に
悶

L
て
は
、
以
下
の
文
献
も
参
照

一、〉
σ
コw
U
P
E
ω

。
コ
】
坦
坦
坦
一
〉
-
t
n
w
E
ハ山口色
E
ω

合
同
日
空
〕
同
一
℃
C
巧己
]
p
w
戸
色
由
吉
田
戸
。
E
C
U
M
-
c
仏

国

P
E
E
P

日ロ(〕叶一
Z
H
n
r
m
w
h
w
E
n
μ
R
m
w
コ示、
2

5

〈凶(〕口
ω
な

ど
J

包
括
的
な
レ
ピ
コ
)
論
文
T
r

一L
て
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ソ
ン
と
ア

y
ほ
か
に
よ
る
も
の
が
優
れ
て
い
る
亡
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ソ
ン
の
レ
ビ
ュ
ー
は
、

エ
ス
ピ
ン
l
ア
ン
デ
ル
七
ン
以
前
の
偏
祉
国
家
向
刑
判
+
論
の

μ統
に
つ
い
て
も
紺
介
さ
れ
て
い
る
。
ア

1
ツ
ほ
か
む
は
、
ヱ
ス
ピ
、
〆
l
ア
ン
デ
ル

セ
〆
以
後
の
類
型
前
の
展
開
が
詳
し
く
紹
介
主
れ
て
い
る
け
そ
れ
以
外
の
附
究
は
、
福
引
レ
ジ
ム
の
矧
型
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る
。
パ

ウ
工
ル
ほ
か
は
、
積
柘
的
労
働
市
場
政
策
を
変
数
ド
加
え
ぐ
も
、
レ
ジ
ー
ム
論
の
白
効
生
が
確
認
さ
れ
る
一
-
と
を
指
摘
し
パ
、
〆
ブ
ラ
は
、
市

祉
レ
ジ
ー
ム
の
一
面
酌
な
ア
プ
ロ
ー
チ
弓
と
れ
ど
け
多
く
一
ー
と
「
ど
の
よ
う
に
一
支
出
す
る
か
と
い
う
ぃ
コ
、
か
ら
分
類
す
る
」
の
主
要
性
を
副
主
、

ヒ
ッ
ク
ス
ら
は
社
民
リ
ベ
ラ
ル
酬
と
保
守
軸
の
一
つ
の
軸
ー
か
ら
偏
ι
仁
司
家
レ
ジ
ー
ム
の
政
治
的
ア
イ
デ
/
テ
イ
テ
ィ
を
検
討
L
て
い
る
=
ま

た
、
山
口
一
語
文
献
で
は
、
以
下
の
研
究
を
参
問
、
(
理
橋
(
稽
)

C
ヴ
三
、
新
川
二

c
c
i、
吉
本
一
、
編
)
二
〈
〉
〔
J

一
、
一
、
)
つ
六
な
ど
)
。

ま
た
、
近
年
の
各
週
・
件
レ
ジ
ム
の
動
向
に
閲
す
る
代
去
的
な
比
較
研
究
と

L
て
は
、
以
!
の
丈
献
を
参
町
H

(

〉二

2
2
a
m
2
dぬ翌

日C
D
h
ア
〉
同
ヨ
戸
口
句
作
。
コ
h
w
E
色
由
。
戸
。
]
-
N
O
C
F

由。口。】戸。円

p
-
N
D
C
C
一nhwω
己ぬ
ω

凶D
C
R
「
開

]
-
5
0
戸日
C
C
凸

C

P

2

2

H

U
叩
∞
一
日
ロ
σ
。-
i
p
コ
己
目
立
U
F
E
H
H
W

山
口
口
一
一
円
C
「万円俗
2
a

力
三
コ
」
命
日
。
。
一
Y
7
7
Jず
『

2

一
也
坦
戸
勺
【
雪
印
C

ヨ凶
9
0
-

一
-uc
コゴ
Z
Z
C
コ凶
9
0
日一山内才
E

H
〕叫公コ己的行才コ」【《山内凶
9
0
0
一
md割引
2

コK
M
O
O
N

寸
去
一
三
I
(
U
5
3
7
~

に

C
C
ゃ
な
と
て

(
3
)
福
祉
レ
ジ
ム
諭
の
そ
の
他
の
d
T

義
と

L
E
は
、
第
一
に
、
日
酌
な
差
円
ハ
の
存
在
号
明
ら
か
に
す
る
た
め
h

採
用
し
た
仙
恨
の
研
究
戦
附
も
注

円
に
値
す
る
一
彼
は
、
偏
九
七
河
家
的
質
的
左
H
M
ハ
を
明
ら
か
に
す
る
ム
に
め
仁
栴
世
レ
ジ
ー
ム
慨
念
を
採
用
L
、
?
と
の
左
円
以
を
担
え
る
た
め
に
一
脱

耐
品
化
」
と
「
社
会
常
層
化
」
(
そ
し
ぐ
ら
ス
に
「
脱
家
族
化
」
を
追
わ
)
?
と
い
う
指
慌
を
作
成
し
、
一
つ
の
レ
ジ
ー
ム
へ
と
類
部
化
す

ω
。
こ

れ
に
よ
り
、
方
法
論
的
な
隠
昧
さ
や
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
知
型
化
の
耽
険
仕
を
凶
判
げ
一
す
る
こ
レ
一
に
成
功

L
て
い
る
告
に
、
初
期
の
研
究

一、Fu--Jm
〉
口
走

2
2
5
E日
)
で
依
拠
し
て
い
た
権
ん
資
四
動
員
論
を
批
判
的
に
糾
不

L
、
射
程
を
広
め
た
清
組
連
令
論
に
よ
っ
て
、
こ
の

レ
ジ
ム
の
主
w
一
を
説
明
し
て
い
る
当
、
も
亘
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
福
祉
匡
家
の
争
根
性
を
抱
併
す
る
と
い
う
「
特
償
把
折
一
と
い
っ
耕
地
だ

け
E
な
く
、
寸
そ
の
動
態
を
説
叫
す
る
」
と
い
う
到
論
的
課
思
も
念
頭
い
置
か
れ
て
い
る
c

(

4

4

寸
」
そ
の
他
の
北
判
ー
と
し
て
、
グ
デ
イ
ン
に
よ
る
一
連
の
研
究
も
注
目
に
伯
す
る
。
彼
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
依
置
づ
け
の
府
枚
討
ヤ
泣
?
の
栴
社
民

家
の
変
化
パ
夕
、
i

ン
を
検
討
す
る
こ
と
を
3
4
1
J
亡
、
動
態
的
な
福
社
一
週
家
分
析
の
必
安
住
を
ヱ
張
ず
る
例
え
ゴ
、
境
岸
事
例
ー
と

L
て
の
オ
ラ

北法60(2・36)374 



品サ|玉|家の~禄性再考

ン
ダ
に
注
目
し
、
岡
山
史
臥
普
景
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
、
お
よ
び
ア
ウ
ト
力
ム
の
保
対
と
い
う
一
つ
の
鋭
当
か
っ
す
る
と
、
保
守
王
義
レ
ジ

ム
で
は
な
く
社
民
レ
ジ
ー
ム
に
杭
置
す
る
こ
と
を
確
認
す
る

(
t
E
E
-
z
-己
T
E
E
-
E口
比
{
)
(
)
(
)
)
{
}
さ
ら
に
、
分
析
の
対
梓
を
広
げ
る
と
、
オ

ラ
ン
ダ
は
、
一
ワ
の

L
ン
!
ム
の
持
つ
生
産
王
義
的
傾
山
(
相
祉
受
給
企
労
働
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
)
ド
対
し
亡
、
寛
人
な
給
付
・
労
働
要
求
の

緩
和
・
白
律
伴
内
確
立
レ
一
い
う
ポ
ス
ト
止
一
斤
よ
養
レ
ジ
ー
ム
(
労
働
と
の
リ
ン
ク
を
緩
め
る
J

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
説
く
(
口
c
c
E
=

N
G
2
)

ぃ
ま
た
、
給
作
の
水
準
や
寛
符
位
な
ど
に
注
目
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
の
供
給
、
一
T
体
の
多
緑
化
や
給
配
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
多
緑
化
傾

向
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
動
態
臥
な
栴
相
同
い
家
の
論
理
を
柁
許
ず
る
必
ま
を
一
副
く
(
口
c
c
z
一
コ
吉

a
pヨ
N
O
G
-
」
υ

F
E
)

ン
L

ン
ダ
!
と
福
祉
同
京
般
に
閲
す
る
叶
究
内
レ
ヅ
J
!
と
し
て
は
オ
ル
ロ
ブ
一
、
(
〕
ユ
三
二
主
主
が
右
誌
で
あ
る
。

(
6
」
ル
イ
ス

(
E
4
5
5
U
N
)
は
、
理
念
剖
と
し
一
¥
の
「
男
性
椋
得
者
モ
デ
ル
一
の
特
徴
と
し
一
¥
結
婚
し
た
女
性
の
労
働
市
場
か
ら
の
排
除
、

社
会
保
障
の
受
給
責
格
に
閲

L
C夫
の
地
位
へ
の
依
存
、
公
的
保
育
支
援
が
な
く
家
庭
で
の
育
児
、
公
私
領
域
の
明
時
な
区
分
な
ζ

今
一
世
げ
る
こ

そ
れ
に
対
し
亡
、
「
一
人
稼
き
干
」
モ
デ
ル
は
、
分
離
税
制
や
育
児
休
暇
の
導
人
お
よ
び
保
育
サ
!
ど
ス
の
提
供
に
よ
打
、
久
性
を
労
働
市
場

仁
参
人
さ
せ
る
こ
と
を
特
役
と
?
ぜ
て
い
る
こ

τ
/
)

コ
ル
ピ
(
円
買
吉
川
6
c
c
一
SHω
叫
が
ぎ
は
家
族
問
述
内
諸
政
策
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
「
一
取
家
殺
支
援
モ
デ
ル
」
は
、
代
表
的
な

政
策
と
し
て
、
児
童
手
当
、
家
族
割
引
給
付
、
=
ー
仇
か
ら
就
学
型
不
で
の
公
的
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
九
円
み
、
「
共
掠
U
A
支
援
モ
デ
ル
一
は
、
。
成
か

ら
一
歳
児
く
ら
い
向
け
の
公
的
ケ
ア
什
!
ピ
ス
、
川
得
保
障
の
あ
る
山
崖
育
児
休
暇
お
よ
び
父
現
休
暇
、
老
齢
者
介
去
の
た
め
の
公
的
ホ

1
ム

ヘ
ル
プ
か
り
な
る
コ
」
れ
ら
を
も
と
内
、

O
R
C
D詰
匡
を
ラ
〆
ク
付
け
し
て
い
る
。

(
S
)
例
え
ば
ス
カ
ラ
グ
ス
ら
は
一
福
干
斗
家
の
特
慣
に
お
け
る
左
尽
を
把
握
す
る
た
め
に
最
も
利
用
与
れ
て
い
る
経
験
的
指
標
が
、
科
学
的
な

反
証
批
判
・
叫
現
と
い
う
襟
準
的
な

T
続
き
い
十
分
に
き
ら
さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る

S
2孟
官

E
。E
-
2
N
G
D凸一

ug)け
そ
の
他
に

は
、
キ
m

y
ス
ル
ズ
も
、
ゴ
ス
ピ
/
ア
ン
デ
ル
宅
ン
が
利
凶

L
売
ア
、
ー
タ
が
公
的
に
利
同
司
柁
で
な
い
こ
と
を
批
判

L

近
午
利
用
可
能
?
と

な
っ
た

O
R
C
D
に
よ
る
む
円
別
の
引
会
支
出
に
閲
す
る
集
合
デ
!
タ
を
利
用
し
て
、
福
朴
凶
家
の
特
徴
お
よ
び
変
動
を
分
析
し
て
い
る

一(一位
μ三
今
日
ψ

日
9
9
N
N
9
0

一
凶
C
C

∞){

F
9
)
量
的
研
究
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
加
し
~
の
問
係
性
に
つ
い
て
、
テ
イ
ラ
ー
グ
ツ
プ
一
ィ

3
5
E
E三
7
にC
C
に
)
は
、
つ
の
研
究
干
法
で
、

近
年
の
福
祉
匡
家
の
動
向
に
悶
司
る
評
恒
が
大
方
く
吋
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
梢
す
る
。
E

…
也
前
倒
究
は
、
デ
ー
タ
の
持
つ
一
バ
イ
ア
ス
か

ら
培
続
牲
を
強
引

1
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対

L
亡
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
様
々
な
再
々
で
の
福
干
政
策
の
変
化
が
作
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
亡
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彼
は
、
山
者
の
知
見
を
坑
ム
ロ
す
る
方
法
を
考
え
る
必
要
i
y
一
白
ら
の
叶
究
手
法
の
持
つ
バ
イ
ア
ス
に
両
党
肘
内
な
る
必
安
性
を
説
く
コ

(
刊
)
ボ
ノ
ワ
の
池
町
類
型
は
、
支
出
が
多
く
引
会
保
険
拠
出
も
古
い
ト
八
降
苛
斗
、
支
川
山
が
心
同
く
般
財
政
に
依
拠
す
る
北
欧
諸
ヨ
、
支
出
が
低

く
一
般
財
政
に
依
拠
す
る
ア
、
〆
グ
日
品
川
ク
ノ
ン
諸
い
で
あ
る
!

(
日
)
キ
ル
ァ
ス
ル
ズ
ら
(
会
内
一

2
公
立
至

Z
Z二

-
3日
)
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
置
が
、
斗
(
水
を
通
じ
た
存
分
配
に
よ
る
w
l
H干
の
実
現
で
は
在
く
、

賃
金
制
度
へ
の
介
人
を
通
じ
た
一
次
川
得
の
平
等
を
目
指
し
て
い
る
点
へ
つ
ま
り
、
資
本
主
義
メ
カ
ニ
ズ
ム
へ
の
介
入
企
打
指
す
)
に
注
目
し

て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
モ
戸
ル
と
名
付
け
る

F

ロ
)
制
度
的
楠
完
性
概
念
い
閣
し
て
は
、
デ
イ
グ
(
ロ
ハ
ハ
民
自
(
)
{
)
叶
)
を
参
照
c

彼
に
よ
れ
ば
、
「
制
度
伸
完
性
」
と
は
、
制
度
開
リ
/
ケ
ジ

の
ひ
と
つ
の
形
態

P
あ
旬
、
「
あ
る
複
数
円
札
度
の
共
存
に
よ
っ
て
、
ア
ク
タ
ー
の
ハ
ブ
ォ

l
マ
ン
ス
が
高
ま
る
一
と
き
を
指
す
、
例
主
ぱ
、

そ
れ
は
、
あ
る
社
会
政
策
T
f

一
労
働
巾
必
政
誌
の
相
互
作
用
が
、
ぞ
れ
が
な
い
と
き
に
比
べ
亡
、
経
治
成
長
や
甲
同
払
ト
人
な
と
の
ア
ウ

1
カ
ム
を

高
め
る
状
慌
を
立
吠
ー
す
る
コ
従
っ
て
、
平
に
諸
出
川
肢
が
並
止
し
て
い
る
の
み
で
、
ア
ウ
ト
カ
ム
に
影
符
を
う
え
な
い
「
仇
度
山
す
ご
と

μ
虫、在

る
一
そ
の
他
の
制
度
正
リ
シ
ケ
ン
と

L
て
は
、
諸
制
度
が
特
止
の
原
則
手
一
共
有
す
る
「
制
度
的
一
貫
性
」
、
あ
る
制
民
が
]
一
γ
例
横
断
的
に
観

察
与
れ
る
「
制
民
ク
ラ
ス
タ

l
」
が
あ
る
u

制
度
的
貫
生
は
、
パ
ブ
ォ
!
?
、
〆
ス
を
的
め
一
ゐ
と
は
限
ら
な
い
点

P
、
制
度
補
完
生
と
は
ほ
A

附
に
呉
な
る
。

本
I

え
中
で
言
及
し
た
研
究
以
外
に
も
、
キ
ァ
チ
7

ル
ト
ら
(
同
-Eη]】ハムご
d
F

己
主
主
)
の
試
み
は
、
政
治
経
消
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
生
産
レ

ジ
ム
ー
と
政
治
乱
度
や
社
会
政
策
と
の
関
係
を
整
坪
し
た
も
の
と
し
て
注
日
に
値
ず
る
ま
た
、
社
会
政
策
と
労
働
市
場
政
策
的
補
完
性
に
注

目
す
る
研
究
も
あ
る
一
例
え
ば
、

r
z
E
N
{
)
{
)日
間

E
E
乃
「
巳

N{)()羽
な
ど
J

{

サ
ー

7
7

ア
ィ
は
、
近
年
の
経
済
社
会
文
脈
の
変
化
に
よ
ワ

て
牡
会
政
策
と
労
1
伽
市
場
の
引
寸
作
用
が
よ
さ
く
変
化

L
E
い
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
合
意
を
検
討
し
亡
い
る
。

7
1
ミ
ア
ら
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
事
例
と

L
亡
、
労
働
一
一
円
弱
政
策
お
よ
び
引
会
政
策
に
川
え
、
労
働
法
な
と
法
体
系
も
含
め
た
相

E
作
刷
を
検
討

L
て
い
る
{

FU)
エ
ピ
ン
グ
ハ
ウ
ス
は
、
ヨ
!
円
ツ
パ
社
会
経
済
モ
デ
ル
(
経
済
ガ
パ
ナ
ン
ス
、
労
使
関
係
、

一一
併
用
レ
、
ン

1
ム
、
お
よ
び
偏
祉
固
ま
の
凶
領
域

か
ら
楕
成
)
ー
と
し
亡
、
北
欧
、
大
陸
、
南
欧
、
お
よ
び
ア
〆
ゲ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
判
つ
の
モ
デ
ル
を
長
一
ボ
」
9
る
。
経
済
ガ
パ
ナ
ン
ス
は
金
融
ガ
パ

ナ
ン
ス
と
止
崖
レ
ン
ム
か
ら
整
却
さ
れ
、
労
使
関
係
は
判
織
利
誌
と
交
浄
ン
ス
テ
ム
か
ら
整
辺
さ
れ
、
早
川
用
レ
ン
!
ム
は
[
収
用
形
態
と
労
働

市
場
か
っ
整
理
主
れ
、
福
祉
医
家
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
形
態
と
村
会
保
障
形
態
か
っ
整
理
さ
れ
て
い
る
け
各
壬
デ
ル
の
特
慨
は
、
論
J

人
中
に
玄
で

埜
四
位
さ
れ
て
い
る
両
手
己
ぬ

F
E
E
Z
e
e
-
℃

E
E
H
u
-
o
に
て
別
の
論
考
で
は
、
こ
れ
ら
の
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
補
完
梓
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

北法60(2・38)376 
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早
期
退
職
政
組
と
い
う
政
策
レ
ベ
ル
で
の
補
完
性
の
差
異
に
正
円
し
、
持
経
治
計
会
モ
デ
ル
(
大
陸
、
南
欧
、
北
欧
、
ア
/
ゲ
ロ
ル
リ
ク
ソ
ン
、

お
よ
が
日
不
)
の
特
使
お
よ
び
変
遷
が
分
析
さ
れ
て
い
る
一
一
何

F
E
h
H
E
E♂
に

C
C
(
)
)
一
こ
の
研
究
は
、
政
策
レ
ベ
ル
に
お
け
る
生
産
・
雇
凶
レ
ジ

ム
と
村
祉
レ
ジ
ー
ム
の
補
完
生
の
現
れ

h
の
差
異
を
拙
い

E
い
る
点
、
お
よ
ぴ
、
そ
れ
ら
を
丸
え
る
政
治
的
・

Mm庭
的
基
盤
の
業
異
か
ら
、
時

境
の
変
化
へ
の
買
な
る
対
応
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
政
治
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
も
描
か
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
こ

F

ト
)
資
本
主
義
の
多
様
性
前
に
よ
る
比
較
福
祈
同
家
論
へ
の
貰
献

F

例
え
ば
、

E
Z
Z
N
P
Z
Z
P
]
日
ロ
ロ
日
開
ヴ
ヴ
己
主
5

2

。Z
P
2
2
日口

2

豆
ミ
2
M
G
D
ω
T
F£コ
T

位
互
三
位
コ
ヨ
凶
D
O
一
巧
c
c
a
凶
D
D
一
な
ど
)

U

、
第
四
議
正
で
言
位
す
る
、
彼
ら
の
重
要
な
知
見
H

、
例
え
は
、
社
会

政
権
が
特
定
の
条
町
下
で
は
ヅ
コ
ン
ネ
ス
勢
力
の
利
訴
ド
も
な
る
た
め
、
福
相
レ
ン
!
ム
が
多
様
な
政
治
連
作
に
よ
っ
て
文
、
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
社
会
政
策
は
そ
の
タ
イ
プ
ご
と
に
異
な
る
ム雇
用
田
仲
間
一
合
保
障
を
提
供
す
る
た
め
、
ヰ
芹
レ
ジ
ー
ム
と
和
祉
レ
ン

l
ム
の
袖
i-t
性
に
は
多

様
な
形
態
が
'
ザ
伝

L
う
る
こ
と
な
と
を
ハ
J
L
P一
」
円
に
あ
る

F

刊
)
三
浦
の
四
類
思
心
、
④
足
用
J
一
福
祉
が
制
度
補
完
的
で
あ
る
場
作
(
リ
完
全
雇
用
福
祉
匡
家
、
例
・
北
吹
)
、
一
2
福
祉
が
雇
用
を
代
位
す

る
場
合

(
H
世
用
な
き
れ
子
高
託
、
例
ト
八
降
て
ゆ
甲
同
が
福

trを
代
註
す
る
場
合

(
H
恒
用
に
よ
る
れ
ぞ
、
例
円
本
)
、
一
山
中
)
一
向
者
の
連
問

が
弱
い
場
合
ヘ
リ
ワ
ー
ク
フ

1
7
、
例
・
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ノ
、
〆
諸
問
」

C
あ
る
土
二
浦

0
0
一)。

(
、
凶
」
札
皮
柿
一
万
一
件
に
正
円
す
る
研
究
に
対
し
て
は
、
各
区
の
特
徴
に
基
づ
く
ア
N

ホ
ッ
ク
な
数
割
化
に
陥
り
や
す
い
と
い
う
批
判
に
加
え
て
、
機

能
土
義
的
傾
向
が
批
判
さ
れ
、
歴
史
的
分
む
の
必
安
住
が
指
拍
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
工
ゾ
了
〆
ゲ
ハ
ウ
ス
ら
一
、
開

σ
Z
S
E
E
M
E己
玄

E
C烹

M
o
o
-
」
は
、
生
産
レ
シ
ム
と
付
金
保
障
レ
ジ
ム
の
リ
ン
ク
が
一
対
一
に
な
る
と
は
限
り
ず
、
多
様
な
結
び
つ
き
の
り
能
性
を
調
べ
る
必

安
住
を
説
き
、
ま
た
、
補
主
性
が
ど
の
γ
ゅ
う
に
歴
史
的
に
形
成
主
計
亡
き
た
か
を
分
析
す
る
必
要
性
を
土
版
ず
る
一
ボ
ワ
イ
y

(
二
0
0一
六
)

U
、
レ
ギ
斗
ラ
ン
オ
ン
辺
論
と
政
治
経
済
学
に
お
け
る
仇
民
派
ア
プ
ロ
ー
チ
(
例
え
ば
、

v
o
c論
や
比
較
歴
史

wm度
分
析
な
と
)
の
規
一
d
的

な
共
通
牲
と
左
買
を
検
討
す
る

ω
で
、
レ
ギ
コ
一
フ
ン
オ
ン
理
論
が
諸
制
反
の
持
つ
政
治
性
や
社
会
ン
ス
)
ア
ム
へ
の
拝
め
込
み
と
い
う
側
出
を
亘

促
し
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
機
能
主
義
的
な
提
え
方
を
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
批
判
し
て
い
る
。

(
ヴ
)
例
え
は
、
ア
マ
ブ
ル
(
〉
ヨ
5
Z
N
O
O
ω
)
は
、
製
品
検
下
、
国
労
働
問
係
、
金
融
の
あ
り
方
、
社
会
保
障
、
お
よ
び
救
育
レ
{
一
い
つ
諸
領
域

に
存
存
す
る
制
民
的
補
完
庄
が
資
本
主
義
モ
デ
ル
を
特
徴
付
け
る
ご
と
を
指
摘
し
、
統
計
分
析
を
出
い
て
力
つ
の
モ
デ
ル
戸
市
喝
パ
ス
型
、

計
会
民
ヱ
主
義
型
、
大
伴
欧
州
型
、
地
中
海
型
、
お
よ
ぴ
ア
ジ
ア
型
)
を
析
出
し
て
い
る
!

(
国
)
ソ
ス
キ
ス
に
よ
る
整
理
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
(
出

E
Y
E
d
Z主
ご
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(
川
口
)
ホ
ル
ら
は
、
以
卜
の
よ
う
に
特
慨
を
ま
と
め
る
コ
調
整
出
場
経
治

C
は
、
川
町
)
長
期
の
ア
ア
イ
ア
ン
ス
を
叫
能
に
し
、
相
旦
モ
ご
タ
リ
ン
グ

を
利
刷
す
る
コ
、
ポ
レ
)
十
ガ
パ
テ
ン
ス
、
一
山
)
企
業
レ
ベ
ル
で
の
労
働
汗
の
協
力
を
提
供
L
、資八一
v

抑
制
を
吋
能
に
す
る
労
使
関
係
、

ω企
業
-

J

虚
業
レ
ベ
ル
で
の
人
的
資
本
へ
の
投
資
を
可
能
に
す
る
教
育
・
ト
レ
!
三
/
グ
ン
ス
テ
ム
、
日
い
)
企
来
間
協
カ
、
博
h

干
規
格
設
定
お
よ
び
技
術
移

転
を
司
能
に
す
る
企
業
烹
関
係
が
存
十
れ
す
る
(
三
位
-
J
Z
m
c生
5
M
O
O
-
司
凶
∞

)

h
、
山
1

州
市
場
経
済
で
は
、
①
般
的
に
評
価
可
能
な

清
械
、
リ
ス
ク
お
よ
び
評
判
が
利
用
で
き
、
短
期
的
な
ブ
γ

イ
サ
シ
ス
を
可
能
に
す
る
コ
ー
ポ
レ

1
ト
ガ
パ
ナ
ン
ス
、
ゐ
札
制
級
相
さ
れ
た
労

働
市
場
、
低
コ
ス
ト
の
採
用
目
解
匠
お
よ
び

y
レ
キ
ン
ブ
ル
な
賃
企
設
定
に
代
表
さ
れ
る
労
使
関
係
、
伝
一
股
肘
な
ス
キ
ル
へ
の
投
資
を
可
能

に
す
る
教
育
・
ト
レ
ニ
ン
ゲ
ン
ス
テ
ム
、
向
日
開
小
的
な
企
業
関
係
、
市
場
を
過
仁
た
需
宰
張
倍
設
疋
お
よ
び
技
術
格
転
な
と
が
存
在
す
る

(
H
U

円。
u
u凶
〆

D

こ
こ
で
重
安
な
↑
円
は
、
こ
れ
ら
の
制
反
正
に
は
制
度
的
な
補
主
問
係
が
存
心
ご
一
手
五
一
℃
コ
)
、
両
市
場
経
済
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
合
的
な

生
産
戦
略
(
調
整
市
場
祈
沖
s

漸
進
的
イ
ノ
ベ
!
シ
一
コ
ン
、
口
由
市
場
経
消
・
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
)
が
存
在
す
る
こ
と
ご
ヴ
E

ぢ

ω
∞
)
で
あ
る
)
制
民
的
補
'
兄
伴
内
存
在
は
、
レ
刀
ぺ
¥
あ
る
府
(
疋
の
制
度
を
改
サ
」
1
1
d

て
も
う
ま
く
機
能

L
在
い
可
能
性
が
ん
刊
行

L
、
他
方
で
、

カ
ギ
と
な
る
制
民
を
変
草
す
る
と
、
他
の
制
民
に
も
変
化
を
位
ぽ
す
可
能
性
が
存
t

仕
す
る
戸
戸
」
を
示
岐
す
る
c

適
合
的
な
攻
略
の
存
在
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
適
合
し
た
生
涯
物
が
存
在
す
る
た
め
に
、
資
本
主
義
が
あ
る
モ
デ
ル
に
収
紋
イ
ヲ
る
こ
と
は
な
ノ
¥
両
市
場
経
符
が
今
後
も
性
争
力
を

持
ち
続
け
る
こ
と
を
不
唆
す
る
。
つ
ま
り
、
今
後
も
収
紋
は
お
こ
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
{

(
山
)
北
判
酌
な
レ
ビ
ユ
と
し
て
、
例
、

x
は
、
以
の
も
の
そ
参
考
一

t
z
u
Z
凶
D
C
ω
E
Z
F
M
g
u
c
c
E
E
N
O
S
E
S
凶
C
C
D
M
g
b

Z
E
R
r
E
E
N
(
)
(
)
叶
な
ど
一
邦
山
丈
献
と

L
て
は
、
山
圧
ひ
、
川
J

八
一
{
}
ホ
ー
ル
ら
も
、
請
批
判
に
応
答

L
て
い
る

(
E
=
E品
目

cz「
EN()()
竺一ご

F

引
)
ン
?
ミ
ソ
ト
(
印
吾

E
吾
川

2
凶
)
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
ド
代
表
さ
れ
る
区
事
資
本
主
義
は
、
も
)
区
家
に
よ
h

リ
組
織
化

5
れ
た
企
業
閣
係
、

①
対
山
的
な
た
め
一
』
家
に
よ
る
コ
/
ト
ロ
ー
ル
が
必
安
な
労
伸
、
同
係
、

ω+導
的
な
亘
家
と
い
う
特
徴
を
場
つ
)
後
円
論
丈
抗
争
ヨ
E
N
D
-
m
)

で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
.
彼
ム
に
よ
れ
ば
、
固
ま
を

V
O
C
に
い
世
づ
け
る
こ
と
は
三
つ
の
主
義
が
あ
る
。
第
一
に
、
国
家
が
重
要
な

役
剖
を
果
た
す
資
本
ヱ
義
レ
ジ
ム
ー
と
し
て
医
家
ヱ
導
経
消
の
年
仕
を
認
識
で
き
、
第
一
に
、
じ
年
の
変
化
を
動
能
的
に
担
保
す
る
卜
で
不
院

を
も
た
わ
し
、
治
一
二
に
、
メ
せ
宵
本
主
義
規
型
に
お
け
る
国
家
的
役
割
の
左
宍
を
認
識
す
る
戸
戸
」
い
つ
な
が
り
、
調
昨
ブ
U
セ
ス
の
埋
前
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
つ

(
幻
)
こ
の
二
つ
の
軸
か
ら
存
理
す
る
こ
と
は
、

v
o
c論
か
ら
の
川
兄
仁
川
え
、
、
ン
初
、
プ
と
、
ン
ユ
ミ
ッ
ト
(
町
内
]E℃「

E
E
出
向

E
E戸山()()()一℃】
NJ

北法60(2・40)378 



品サ|玉|家の~禄性再考

に
よ
る
労
使
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
類
型
化
の
試
み
や
ジ
ョ
ン
ソ
ン
行
』
C
F
E
C
ロ
忌
∞
忠
作
よ
る
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
整
理
か
ら
も
歪
岐
を
受
け

て
い
る
一
シ
ー
、
プ
ら
は
、
再
P

訟
の
関
与
度
(
ム
阿
低
)
と
賃
金
交
捗
出
l

位
の
協
調
度
(
調
整
非
調
整
)
か
ら
類
型
化
を
試
み
と
い
る
=

方
、
円
本
内
政
治
経
済
ン
ス
テ
ム
を
分
析
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
/
は
、
ま
ず
、
匡
衣
類
型
と
し
て
規
出
帆
桁
山
型
匡
家
と
れ
ハ
ん
展
指
向
型
以
家
を
徒
一

4
1、

後
半
引
に
お
け
る
亙
家
と
企
業
の
関
係
を
一
つ
に
分
担
す
る

R
Y
d企
業
に
よ
る
発
展
日
様
の
設
定
書
一
河
家
が
支
え
る
「
自
主
管
理
」
、
企
業
を

国
家
の
管
浬
の
下
に
芳
こ
つ
と
宇
る
「
国
京
主
導
」
、
両
者
の
協
力
に
基
づ
く
「
官
民
協
調
」
に
分
類
」
9
L
。
本
柏
は
、
ア
ク
タ
ー

F

凶
家
お

よ
び
甘
会
パ
ト
ナ
)
の
問
与
の
科
度
か
り
、
労
使
間
の
剤
散
か
メ
カ
ニ
ス
ム
や
匡
家
企
業
関
係
を
超
え
て
、
政
治
幹
済
ン
λ
テ
ム
の
特
徴

を
整
却
で
き
る
と
v旬
、
え
て
い
る
c

ま
た
、
本
端
正
月
械
の
額
引
化
的
試
み
と
し
て
、
ハ
ン
ケ
ら
三

E
Z
。
z
p二
0
0
叶
v

の
も
の
が
あ
る
。
彼
ら

ι、
ホ
ー
ル
ら
の

V
O
C

論
の
知
見
今
一
批
判
的
に
継
ネ

L
、
そ
の
問
題
点
本
一
点
以
す
る
七
め
、

ω階
級
(
利
並
の
多
様
作
)
、
匂
多
様
な
連
合
の
あ
り
方
一
政
治
的
・
制

民
的
#
株
へ
の
正
円
)
、
窓
口
民
家
の
役
割
に
注
目
す
る

4
要
を
一
副
主
、
組
織
利
益
の
あ
り

h
一
分
裂
此
l
組
織
的
)
お
よ
び
医
家
経
済
関
係
F

直

接
原
郎
を
置
く
)
か
ら
四
新
型
宇
一
提
い
す
る
…
彼
ら
の
試
み
と
五
一
梢
の
試
み
の
主
単
一
は
、
本
摘
で
は
、
ま
ず
ヨ
家
と
社
会
パ
ー
ト
テ
ー
の
州

ア
ク
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は
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